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これかうの建築と社会

第4 回講演会

司馬遼太郎と建築

日本建築協会

& 邑

宮 田

湊町地区全体の中でも最北端、道頓堀川

に面した“ 湊町リバープレイス" の敷地内

には、地下にJ Rの引込み線があり、また地

上には阪神高速道路堺線が走っていた。

その中で、新設の、阪神高速道路工事の

ｉ ｾ ー キ ン グエリア 、 ｏｎＧｏｆｆ ラ ン プ等を内

包しながら、集客施設機能を実現させ、上

部にはね出した形でオフィス面積を確保す

る、圏内でも例を見ない複維な建築土木

融合の建物である。

建物の中心施設は、約15∞人収容のスタ

ンテ.イングホールがある。他に、オフィス、飲

食系J苫舗、パーキングエリア休憩所、そし

て水辺に広がる立体的な広場等がある。

またJ 隣接工事として、ナンパウオークやO

C A Tからつながる東・西地下通路工事、

河川整備工事、周辺道路豊富備工事等が

あり、その全てと接続してしも。

外観のデザインは多数の阻害条件から必

然性を受理した上で、逆錘状のダイヤモン

日 時 2∞2年10月26日(土)

16: 30-ー18:30

会場司馬遼太郎記念館地下ホール

* 東大阪市下小阪3 - 11-18

* 近鉄 [八戸ノ里j 駅徒歩 7分

講 師 上 村 洋 行

司馬遼太郎記念館館長

定 員 150人

* 申込者多数の場合は抽選

参加費 500円

* 別途入館料500円が必要

申 込 10月18日(金) までに、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名 : r司馬遼太郎記念館1

②氏名

③職場・学校名

@月参加証郵送先

⑤漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 10月21 日 ( 月) に

発送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業諜

大阪市北区格回1-1-3-2100

T EL. 06-6348-0633 

FAX. 06-6348- 0634 

干日ω0 0 1

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査中西稔

ジェイアール西日本コンサル9ンツ

わたなべ・いちろう

1955年東京生まれ

1980 多摩美術大学造形学部建築学利卒業

1980 安井建築設計事務所入社

現在安井越築設計事務所設計部統指主任

主要設計業務 :Ji! 和田，Ii 総合体育館、動労占 ' ) 7レ

γ シュセンター( スパウザ小田原) 、神戸市産業援興セ

ンタ一、卜五書館ピル、逆瀬川 市街地盤備事業、 他

. 述築概要

所 在 地 大 阪 市 浪 速 区 淡 町1丁目

述 祭 主 大 阪 市

設計監理 大阪市住宅局岱車種節企画課

安井建築設計事務所

施 工 鹿 島 ・ 前 田 小 林 J V  

敷地面積 16，249.92m'  

建築面積 10，849.80 m' 

延床面積 21，240.89m' ( 道路施設部分を除く}

構 造 脱 税 本 棟 : S ' SRC ' RC、81 ' 7F 

駐車場株: RC、 1F

サンクンガーデン株・ RC、82 ・8l F

段高高さ Gレ44 到l Om

工 期 1999年3月- 2∞2年3n

ド型をしたユニークな建物形態を採用する

ことにより、ミナミの新しい文化拠点を強く

印象付け、ランドマークとなることを狙って

いる。 ( 渡辺一郎)

司馬遼太郎記念館は昨年11 月、東大

阪市の住宅街のー函に開館しました。

司馬遼太郎の自宅と隣接地に建つ安藤

忠雄さん設計のコンクリー卜打ち っ放

しの建物で構成されています。地下 1

階、地上 2 階、ゆるかな曲線を描 くシ

ンプルな構造で、雑木林風の庭と見事

にマ ッチしています。

この庭の小径から窓越しに司馬遼太郎

の書斎を見ることができます。数々の

作品を執筆した書斎は生前のままに保

存されています。このあたりから長い

ガラスの回廊がつづき、 “も うひとつ

の書斎" が広がる記念館へ。

建物は収蔵、展示、情報発信( ホール)

の 3 つのスペースにわかれています。

展示といっても例えは直筆原稿や手紙、

色紙… といった展示品だけではありま

せん。いわゆる展示スペースは狭 くな

っています。 この記念館は「見る」記

念館、というより「感じるJ r考えるJ

記念館という位置づけです。

その代表が高さ 11 m、3層吹き抜けの

大書架です。約 2万冊の蔵書の世界が

広がり 、まさに、司馬遼太郎の精神を

感 じていただける空間です。

記念館の建設に当た っては、常に文化

の共有ということを考えてきました。

多くのみなさんとともに建てる 、そし

て、 ともに育てることができれば、そ

の意思のひとつひとつが集 まることに

よって、新しい文化のネ ッ トワークが

広がってい く。 そうい う期待をこめて

日 時 2002年10月8日(火)

18: 3 0 - 20: 30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 渡 辺 一 郎

安井建築設計事務所設計部統括主任

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

学生は半額 * 税込

申 込 10月1日(火) までに、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名: 話題建築を聞く

②氏名

③個人会員・団体会員・一般の別

④戦場・学校名

⑤参加証郵送先

喧漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 10月2 日(水) に発

送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1小3 - 2100

T EL. 06-6348- ω3 3  

F AX品- 6348- 0634

〒530-0001

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査大井昇二/ 大林組設計部

うえむら・ょうこう

1943年大阪府生まれ

1967 同志社大学卒業

同年度経新聞社入社

京都支局配属

1970 大阪本社編集局社会部

その後 、京都支局次長、文化部次長、メディア報

道筋長、京術総局長を総て

ゆ96 編集局局次長

1998 司馬遼太郎記念財団専務理事

2001  聞記念館館長

. i j ! 築概要

事 業 主 体 司 馬 遼 太 郎 記 念 財 団

所 在 地 東 大 阪 市 下 小 阪 3 - 11-18

設 計安藤忠雄主主築研究所

施 工 銭 高 組

敷地面積 2，240m'  

延床面積 997m'  

設計期間 l 年

路工期間I 1年

オープン 2001年 11月

コミュニケーション型の記念館をめざ

しています。

ここでは建築を外観から見るだけでな

くその中に漂う何かを感じていただけ

れば、と思います。皆さんの心の中に

ゆとりのようなものが生まれることを

願 っています。 ( 上村洋行)

酬 と 祉 会 ・2002. 9 1  



2∞2年10月29日(火)

14ゆひー16: 30 

豊田幸一/ 大阪市中央公会堂館長

太田隆{ 言/ 坂倉建築研究所

橋本健治/ 坂倉建築研究所

西村清志/ 平田建築摘造研究所

小林悦夫/ 跡・酪 ・域建設工事 JV

現地/ 大阪市北区中之島村 -27

* 地下鉄「淀屋橋j 叡徒歩 3分

50人

* 申込者多数の場合は抽選

会員 500円、一般 1，000円* 税込

10月10日(木) までに、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名. 大阪市中央公会堂見学会

②氏名

③個人会員団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 10月11日(金) に

発送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅図1-1ふ 2100

T EL ω -6348-0633 

F AX.06毛348- 0634

〒530- 0001

催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査熊野健司/ 大阪市

. 6.  

Eコ

員

参加費

申 込

主
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飾

集

定

日

議

下 が る 思 い

です。設計か

ら現場にかけ

て、この建築

に嬢する日々

は、発見と驚

き、中央公会堂の建築カともいうべき重

みと意義の再確認の日々でもありました。

保存と再生、旧くて新しい、 おそらくは今

世紀の最重要課題に向けて 、このプロ

ジェクトを通じて、解決案とまでは言えぬ

としても 、ひとつの有カな作法の道筋を

見つけることができたかなと、密かに自負

するところがあります。

鮮やかに匙った松岡Z壁画伯の天井函「天

地開問」が誘う中央公会堂へ是非とも

お越し下さい。 ( 太田隆信)

- 建築概要

名 紘大阪市中央公会堂{ 大JE7年創建)

所 在 地 大 阪 市北区中之助1丁目 1番27号

敷地商様 5，641. 8I m'  

建築面積 2，330.35m'  

既 存 2，164.J 7ni 、噌築 166. 18m'

延床面積 9，886.56m'

既 存 8，425.04m' ，m築 1，461. 52m'

構 造 規 綴 工 事 前 8 1・3 F、鉄骨煉瓦遺(庖 狼S)

l証機基礎( 布基礎・独立法礎}

工事後 噌集部 82、R C

既存部基礎免震ー補強部 R C ' S

既 存m築一体直娘基礎(RC 礎盤}

1995年、阪神淡路大震災の年の暮れ、

プロポーザル参加に始まる大阪市中央

公会堂保存 ・再生工事、この9月末によ

うやく竣工。11 月には再開場の運びとな

りました。

1918年、創建の時から、1998年の供用

停止に至るまで、 延5千万人もの来場者

があったという中央公会堂について、こ

こで改めて云々することもないでしょうと

言いながら、創建当時の先人の叡知と

決断、続いて、激動の時代でもあったこ

の8 0年間 、公会堂を維持管理してこら

れた先人の努カと忍耐には、唯々頭の

大阪市中央公会堂

見学会

5分冊8 6判
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日郡司47年6月に発足した「建築クラブj

( 日本建築協会会員有志の集まり )

は1997年、朝食会の第300回を記念し

て、講演速記録を集約し 、最終的に

118回分を5冊1セッ ト (1冊平均約320

ページ) の本にして発行し、たしました。

「話のはなし j の講話の内容はとて

も多彩で 、 「おもしろい話J r貴重

なはなし J r裏ぱなし j などがいっ

ぱい詰まっています。

1セッ ト・5，000円 (消費税別途) でお

わけします。 ご希望のかたは電話ま

たはF AXでお申し込み下さい。

申込先: 日本建築協会事務局

TEUα 同 348品 35 F AX飴 毛348品 34

講演記録集

「話のはなしJ 残部

頒布します!

2  



今月の. & 紙

褒紙デザイン/ 閉村昭彦

企 画 / 量 測 事 千 子

建築写真/ 河合止鍋

・ 関 西 大 学 簡 文 館

設 計 / 村 野 勝 訴

範工/ 竹中 E務臨

鍛 工/ 1959咋

所 Ｑｅｉ 由Ｏよ阪府 ｬ Ａｘ ｲｭｬｩｴｾｆ 町

・附淑なプロポーシ ョンのモダ

ニズム主 ｾ 第を凡 似れ た臼には、

表現派に山米する談飾的な怠匠

の柔らかさに悲主 付けられます.

仕上げのl味わいと細部の箆かさ

が、人と建築をつなぐ閉路であ

るという作り手の思いが、この

建物を見ていると伝わってくる

ような気がします. ( 倉前l奈千子)

建築と社会。。。

1叩閉9引1咋 創刊 第雌 / 通巻966号

c o T E  T S  

. 特 集 予 告

10月号/ 時を超えてーサステナ

プ ル エ ン ジ ニ ア リ ン グ

の現在一

刊 月 号/ 私の空間作法一会員作

品-

12月号/ 第49回 青 年 技 術 者

大阪市中央公会堂

[ 総論]

[各論]

建築とボランティア 一途上国への支援活動を通じて一

途 上 国 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動 と 建築 家 へ の期 待・日 程 額 一 一 一一一 16

中 国 に お け る ボ ラ ン テ ィアに よ る 小学校 づ くり ・上田陣之 20 

特集・

ラ オ ス に お け る 一 連 の学 校 建 設 に つ い て ・加藤隆久
24 

ネ パ ー ル の 学 校 建 設 と AAF ( Asi an釘 chi tecture Fri endshi p) ・山内一晃 一一 一 28

ア フ リ カ で の 難 民 用 シ ェ ル タ ー の 開 発・坂 茂 32 
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設 計 ・監 理・

京 都 市 都 市 計 画 局 営 繕 部 営繕 課

環 境デ ザ イ ン ・圏 紀 彦 特 定言宣言十業 務 共 同 企業 体

施 工・

建 築工 事 : 清 水 ・東急、 ・竹島 ・岡聖子共同企業 体

空 調 工事 : 高 砂 ・ 日 本 管 工 ・ 橋 本 共 同 企 業 体

衛 生工 事 : 須 賀 ・!馬 場 共 同 企 業 体

電 気 工事 : 栗 原 ・デ リ フ ・ 寿 共 同 企 業 体

京都アクアリーナ

京都アクアリーナは敷地面積約 3 ヘクタール、阪急電鉄の線路によ

り隔てられた西京極運動公園の南側 にその拡張として悠設された。

主 要用途は水泳場であるが、メインアリーナは冬にアイススケート

喝に変わる 。又、敷地北側にはアーチェリ一場が設位され、敷地南

側駐車場の上にはゲートボール場が設けられている 。 ソーラー温熱

パネル、太陽光発泡等、自然エネルギーの徹底活聞による 地球 環 境

建築が目 指 された。掘削残土をできるだけ磁土に利 則し、施設全体

が緑の 百二としてつくら れている 。

北 側の芝斜而 からは運動公園全体 と京都を取り巻く 山の) ! E なりを見

波すことができる 。 メインアリーナは国体級の大会開催が可能であ

り、サブアリーナは続投会におけるサブプールの役制 と、 25mプー

ルを 中心とした家族レジャー的プールとして位位づけられている 。

メインアリーナ 内部に 2 貯の廊的空IIJJが取り巻いており、さまざま

な視点を提供 している 。 また、メインアリーナ外部を阻む、散策路で

は変化 に富んだ長慨を楽しむことができる 。

周 辺 の 住 暫J引こ対するノ T ッファーとして緑が取り巻き、散策、運動、

休息的な環境がつくられ、建 物内外が公園計画的な手法により 構成

されている 。 (イ1I1田 満/ 東京工業大学大学院教授)

全 体 配 置 図 1  :  3∞口

4 メインアプローチ上方より望むアプローチはスロープで 2陪レベルのメインエントランス

に至る右メインアリーナ上部には2∞Orri の太陽熱湯水パネル、左サブ? リーナ上部には

5 00 rri の太陽光発電パネルが段置されている

砂7 ' ? 7 ' リーナメインアプローチ頂部右側がメイノアリーナ、左側がサブアリーナ

3 階レベルをブリッジがつなぐ

アヲアリーナ南側メインアリ ナの右側の奥はレストラン手前広場は駐車渇上部にあたるゲー トポール場

7 ' ? 7 ' リーナ北姐11 手前はア チェリ 場





サブプー J レ内部奥にこどもプールがある

1 陪フィ ッ トネスジム上部は 2 踏メインエントランスロビー

④ 

1階 平 面 図 1:  2∞o  

4 メインアリーナ西側左下部はプールサイドに連続して日焼けデ ッキとなる小広場

メインプール内部 2 層のデ ッキが廊的空間を槍成している

2 踏メインエントランスロビー上部にサブアリーナにつながるブリ y ジが走る

はメイン7 ' 1) ー ナ 奥 は ロ ビ ー ロビー上部にはレストランがある

メインアリーナ東北側の芝の繰の丘

所 在 地 一一一 京 都市 右京区西京極徳大寺団子田町4 4- 3

敷地面積 一一一36，0 0 0 m

建築面積 一一一 7，9 1 6 m

延床面積 一一一30，586 m

構造規模 一一一円C 、一 部S 、3 F 、B1 F

工 期 一一一 1999年 10月- 2002年6 月

最 寄 駅 一一一 阪急電鉄京都線・西京徳駅

煩 影一一一津国弘 之 ( エスエス大阪)

7  





作E自E

E軍 属

設J言十・

小西言宣言十

監 理.

国 土 交 通 省 近 畿 地 方 整 備 局 国 営 明 石 海 峡 公 園 工事 事 務所

施 工・

木 原建 設

国営明石海峡公園管理棟

凶営 l明石海峡公園は、海辺の悶遊空間がテーマの く淡路地区 〉、そ

して森とのふれあい空間がテーマの く神戸地区 〉という こつの地区

からなる国営公園である 。 この国営明石海峡公園管理械は、 〈淡 路

地 区〉の兵庫県淡路島北部に位賞する 。ZEと海に包まれた大空間の

巾 で、自然とふれ合うことの出来る公園の管理事 ｾとして 設計したも

のであり、園内を見渡せることはもちろん、眼前には海、背後には

山という泣かな 自然の中に立地している 。

内部は 11階に事務・管理部門、 21滑に会議部門を持ち、そして l次抜

け空間によりふたつの機能を繋ぐ構成としている 。 また 1 階はエン

トランスホールを挟み、東側に事務管理機能、商1 f t lj に設備機能を、

そして 2 1街の会議室は吹抜け空間の階段により燃がれている 。つま

り呉なる機能聞を行き来する場合には、必ず吹抜け自11分を経由する

ことになる 。 この空間は部屋と部屋、上と下、外と内、人と自然、

等さまざまな「つなぐj というなl床 を持ち、この建物の核となって

いる 。

外部は、 立地条件から海、 |盤、空へのつながりをな識して、下層部

分には土色のタイルを用い壁立を多くすることにより大地につなが

るイメージを、上層部分には大きな開口部を与え、庇のある水平屋

板を持たせることにより、大さをにつながるイメージを持てるような

デザインとした。

④ 

所 在 地 一 一 一 兵 庫 県 津 名 郡 淡 路 町 楠 本 字 鵜 崎

敷 地 面 積 134，416. 96m 

建 築 面 積 1，115. 56m 

延 床 面 積 一 一 一 1，592. 13m 

構 造 規 模 一 一 一S 、2 F

工 期 ＲＰＰＰ 年 ＱＱ 月 ｾＲ ＰＰＲ 年 Ｓ 月

1階 平 面 図 1:  500 

最 寄 駅 一 一 一 淡 路 交 通 縦 貫 線 ( 1' ( ス) 淡路夢舞台前

撮 影 一一一福 漂 昭 嘉
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設 計 ・ 監 理・

安井建築言宣言十事務所

施 工・

間 ・ 溝 口 建 設 工 事 共 同 企 業 体

神戸サルビア福祉会ふれあいホーム 全 体 外 観

ふれあいホームは、神戸市内でも高齢化率の高いとされる長田区で、

区内 4 番目の特別養護老人ホームとして建設された。

地域の方々の大きな熱意と努力により、施設盤申請が笑現したととや、

一部グループケアユニットの導入が求められたことなどから、地域

- 1 J ' 1 ! i 設一介護スタッフー入居者のさまざまな「つながり J をキーワード

に計画を進めた。

長田区の花であり、運営法人の名称、にもなったサルビアの花言葉 は

「家族愛J 。 そのサルビアの赤い花の色はシンボルマークに、白い

花の色はすっきりとした外装のテーマカラーに採用した。外観デザ

インの要紫としては、基準階の単純な積層や全周バルコニ一等から

述恕される「福祉施設っぽさ J とは一線を画すことで、あくまで

「集{主体J としてのイメ ージづくりを意図している 。

また、地域開放多目的ルームとしての「ふれあいスペース j やミニ

菜園、屋上庭園とウッドテラスなど、付加的なゆとりの要紫を積緩

的に計画し、地域と施設、スタッフと入居者等の「つながり 」 が生

まれるき っかけを、なるべくたくさん用なすることを心掛けた。

グループケアユニット採用に際して懸念される、介護職員数の不足

に対しては、各ユニットの中央に職員部門を集中配置するセンター

コア型のプランを提案した。 |潤按介護業務の一 元化 や 移動 動 線の

気掬百だけでなく、スタッフが介殻職員室を介してユニット 聞をスム ーズ

に往来し相互補完を行うことで、介諮スタッフと入居者のよりよい

「つながり」を期待している 。 ( 柏田博之/ 安井建築設計事務所)

3階 ( クループケアユニ ッ ト) 平 面 図 1 ・800

所 在 地 一一一 神戸市長田区三番町1-4-1

敷地面積一一一2，933.96ni

建築面積一一一 1，095. 72ni

延床面積 一一一3，200.83ni

情造規模一一一 R C、4 F

工 期 一一一2001 年3 月- 2 0 0 2年2 月

最 寄 駅 神戸高速鉄道・大関駅

撮 影一一一新名清 ( エスエ ス大阪)

屋上庭園とウッドテラス

ユニ y 卜C

V エントランスまわり夜景
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良い建築の条件 ¥ 景観行政・新たな展 開 (3)

吉村 篤一

私は現代建築の良し悪しを判断する条件として、その建築の

内部空間や機能に対して適切な構造体が採用され、かつそれが

デザインにどのように表現されているか、ということが重要で

あると思っている 。構造とは力のかかり具合や伝わり方をどう

とらえるかということであり、それが索直に表現されている建

築は基本的に良い建築と判断している 。R C造のラーメ ン、壁

構造ならそれがはっきりと分かるような表現であったり、或い

は鉄骨や木造でも真壁的表現であ ったり小屋組等が素直に現れ

ているものの方が良い建築で、梢造体がなにかわからなくなっ

てしまうほど仕上げや装飾が施されてしまっているものは、い

わゆる“ ノ、リボテ" としてあまり言判而をしてとなかった。 “ノ、

リボテ" は紛い物あるいは贋物と見てしまう習慣があり、実際

そのような建築で良いものは非常に少ない、

ところが最近、といってももう 4 - 5 年も前になるが、“ ノ、

リボテ" の名建築ができてしま った。 ビルパオのグッゲンハイ

ム美術館である 。 これは構造体がどうなっているかは建築の善

し悪しに関係がなく、乙れまでの建築の概念を裂した20世紀最

後の名建築であり、新しい世紀の建築の多i様性を暗示するもの

として評価 できる 。良い建築とは構造体がどうこうではなく出

来上がった空間が美しく、人に感動を与えるかどうかが問題な

のだろう 。

奈良女子大学生活環境学部人間環境学科教授

精神的デフレスパイラル

種 村 俊 昭

経済的なデフレスパイラルはますます顕著になってきたよう

だが、ここ数年特に日本全体が、精神的なデフレスパイラルに

陥 っているような気がする 。だれもが確とした将来の姿を思い

描くことができないで、混とんとした不安の波聞に潔っている

ような状況ではないか。 その原因は、収まらぬ金融不安とデフ

レの進行。生活者を襲うリストラと負担増。若者たちにそして

企業までに広がる自己中心主義と社会の規範カの低下。 まさ

しく日本人の精神性が根底から問われる場面が頻出している 。

このような閉塞感を、どうすれば突破できるのであろうか。

これらの乙とは、私の身近な建築業界でも同様であり、生産

的な営みと言 うよりも消費的、むしろ消耗的と 言 える状況では

ないだろうか。安ければ、速ければ、自分のところが行き延び

れれば、といった目先のことにしかなく、ましてや、 「ものづ

くり J の精神は益々消失して来ているように見受けられる 。当

然、優秀な職人さんも必要とされない状況である 。 このような

状況は、明らかに日本の民力を低下させ再生不可能な方向へ進

む。 このととの問題と「ものづくり 」社会の重要性については、

多くの良識ある人たちは気づき始めている 。

経済、社会構造、 価値観の根本的転換として、現代の消耗( 経

済、精神) 社会から、ものづくりから生まれる豊かな精神性と

文化伯立かな社会構造へと少しでもヰi去換していかないかと望む。

少し身の程を越した意見であるが、日々の設計と 言 う営みの中

で微力ながらも、このことに心掛けて行きたいもので、ある 。

日本設計関西支社チーフ・アーキテヲ卜

14 温穏と社会 ・2∞2. 9

倉 橋 正己

先月にひき続き「賑わいの演出( その2) J 。

震災を経験した神戸市民は、暗闇の怖さや復旧が進んだとき

明かりのありがたさを再認識した。

これを機会に神戸らしい夜間景観を創ろうと議論している 。

ノ、甲山から見る夜景は代表的な神戸らしい景観である。 一方、

神戸港のクルーズ船から見る夜景もまた格別に美しい。 このよ

うな夜景を眺望できるポイントを増やしたい。

また、照明の演出による賑わいの創出も考えた L ミ。異人館や

近代洋風建築など地区のシンボルとなっている歴史的建物をラ

ンドマークとしてライトアップすることもその1つ。北野から

トアロード、旧居留地へとつなぐ 「光の回廊J ができつつある。

しかし、何でも照らせばいいというものではない。 ましてや

省エネルギーや環境に優し L 沼町怠が求められる時代。かつて谷

崎潤一郎 は 『陰騎礼賛j で、ほの暗さの中で美しく物を見せる

ことこそが日本の明かりの伝統であるといっている 。窓から洩

れてくる明かりの暖かさや月明かりを大切にするのも忘れては

ならない。

乙れでもかというほどのガソリンスタンドや自動販売機の過

剰な照明、ぎらぎらするネオンサイン。街の魅力を増すために

加える明かりも必要だが、消す明かり・抑えるべき明かりも結

梢多い。

神戸市都市計画局アーバンデザイン室長

パラサイトシングルとエンプテイネスタ ー

増 地 秀 夫

近年、多様化する家族像のすがたを表現するパロディのよう

な言葉を 2 - 3 紹介します。

まず、学校卒業後も親と同居し基本的生活条件を親に依存し

ている未婚者をパラサイト [ 寄生] シングル と呼んでいます。

平 成12年の国勢調査から推察すると、総人口の10% 、独身者の

90% となっています。団 塊ジュ ニアを中心に、本来ならd!1lJ'Lす

べき世代が親と同居していることで、世帯ごとに必要とされる

住居や家電製品 ・家具什恭などの消費低迷を招く反面、携帯電

話や外食産業の活発化へと、日本全体の消費行動を変化させて

きています。親との快適な生活に満足して、結婚へのあこがれ

や意欲が衰え、晩婚 - 少子化 につながっているとの短絡的な見

ffj!tーはさ けるとしても 一 因であることは否めないと思われます。

次に、子供が巣立ちd!I t泣 し て 夫 婦二人だけになっシニアカッ

カラ

プルのことを 工ンプテイネスター [ 空の巣] と呼んでいます。

団塊の世代を中心に全世帯数の1 0 %を占めています。 その、団

塊の世代も 55.歳前後となり、時代の中では受難世代とも言 われ

ながら、反面、アクティブシニアとも呼ばれているように、ま

だまだ日本社会における消費の旗手であるようです。

経済社会構造の変革の中で 『頑張る団塊の世 代』 と、活力が

失 われ将来への夢のー頁を閉じてしまったかに見える f団 塊ジ

ュニアJ 。当事者である私自身や子供たちへ、もう 一度「明日

があるさ、明日がある・… ..J とメッセージしたいと思います。

積水ハウス (株 ) 商品開発部内装設備段計室長

建築の眼



建築とボランティア

一途上国への支援活動を通じて一

近年、開発途上国への支援活動を通じて、ボラン ティアとして建築に関わる人たちが増えてきています。市民

活動のレベルからプロの建築家が自らの職能を生かすべく行う専門的な支援活動まで、その範囲や関わり方

は多岐にわたりますが、閉塞感のある現代の状況においてその社会的意義は極めて大きいものと思われます。

彼らはどのような動機で支援活動に参加し、どのような形で活動に関わっているのでしょうか。また何を求

めて支援活動を続けているのでしょうか。美談として表層的に語られることはあっても、その精神やボラン

ティアの実状については実際のところ一般人にはなかなか知られていません。

本特集では「建築j という行為を通じて地道にボラン テ ィア活動を続ける建築家や NP Oの方々に焦点をあて、

彼らの理念と活動を紹介することによって、建築家の社会的役割とその可能性について考えたいと思います。

( 編集委員・野田隆史)
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総 論

途上国におけるボランティア活動と建築家への期待

16 趨築と社会 ・2002. 9

富 樫 穎

大阪市立大学大学院生活科学研究科教授

ボランティア元年と自助・共助・公助

阪神淡路大震災では、たくさんのボランテ ィアが被災地に駆けつけた。もちろん、それまでも主として福祉の

分野でボランティア活動が行われてきたが、どちらかというと 一部の「篤志家」の活動とみられていた。と乙ろ

が、阪神淡路大震災の災害ボランティアは「篤志家j の枠を越え、多くの 「普通の人」がボランティア活動に参

加した。そして、ボランティアという 言葉は日本列島の隅々まで行きわた った。阪神淡路大震災のときが日本の

ボランティア元年といわれているゆえんである。

困っている人がいれば助ける、というのは、洋の東西を問わず、人間としての自然な感情であり、行動である 。

かつての日本の村や町には相互扶助という生活慣行があ った。つまり、困ったときには助け合うというが自然の

姿であ ったのである 。、しかし、いまでもその慣行が残 っている農村集落や古くからの町内会が少なくないが、

全体としては相互扶助の慣行が希薄化した。新興住宅地やマンションではコミュニティの形成もままならない。

そして、国りごとの解決はも っぱら行政の責任とされてきた。困っている人を見ても見て見ぬ振りをする人が増

えてきたし、人々は孤立化してきた。プライパシィと人権を尊重する意識が高まり、困っている人に手を差 しの

べようとしても、「ほっといてくれj といわれないかと思 って踏賭する人が増えてきた。世の中の人間関係はブ

ツブツと断ち切られ、人々の心の中には人間らしさを求めて欲求不満が欝積してきたのである 。そういう時代背

景の中で阪神淡路大震災を契機とするボランティア元年が始まり、人々の心は再び人間らしさを求めることに自

信を回復したのではないかと思う 。

今日では、自助 ・共助 ・公助という概念が福祉分野で一般化しつつある 。自分( 家族) でできることは自分

( 家族) で努力する、隣近所や地域が支援できることはやろう、公的に支援しなければならない部分は行政が責

任を持つ、と p う役割分担である 。この理念は正し p と思うが、現実には様々な問題がある 。共助 ・公助が乏し

く、四苦八苦しながら自助を続けている要介護高齢者を抱える家族の何と多いことか。公助のレベルも 自治体に

よってピンからキリまである 。手厚い福祉行政を目指したいと思っても財政上の制限がある 。まさに共助= ボラ

ンティア活動という地域支援システムの構築が求められている時代である 。

この自助・共助・公助の概念が一般化しつつあるということは、ボランティア活動の範囲や内容を考える上で

重要であると思われる 。要するに、ボランティア活動は「丸抱え的支援」ではない、ということである 。自ら努

力すべき自助部分と行政が公的に支援すべき公助部分をにらみながら、ボランティアとして何がどこまでできる

かを明確にし、場合によっては自助部分と公助部分に注文を付ける必要が出てくる 。

途上国の貧困地域でのボランティア活動

途上国の貧困地域でボランティア活動をする日本人が少なくない。私もその一人だが、私の場合は、住居・集

落空間の調査研究で現地を何度となく訪れ、その中で少数民族が抱える貧困問題、教育問題を目で、見て知ってし

まったことが契機になっている 。

途上国の貧困地域でボランティア活動に取り組む人たちの契機は恐らく様々であるに違いな p 。 しかし、共通

することは、学校がないとか、医療施設がないというような貧困地域が抱える問題を具体的に知 ってしま った乙

とが契機になっているのであろう 。もちろん、建築分野の話だけではない、飲料水を確保するのに苦労している

とか、農業がうまくいっていないとか、産業技術が未熟であるとか、といった問題もあろう 。いずれも、貧困の

結果をカバーする活動で、あ ったり、貧困の原因を取り除く活動であったりする 。そして、それらの活動は貧困の

現実を知ってしまったことから始まっている 。困っている人たちがいれば何とかしたい、という人間としての自

然の感情と行動が国境を越えて展開されることになるわけである 。
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日本の中でも困っている人たちがいるのになぜ海外まで、という意見がある 。 しかし、海外でボランティア活

動をするのは、その人たちがたまたま海外で、問題にぶつかったためであり、もしかしたらそれより先に日本国内

の問題に取り組む機会があったら海外へ目を向ける余裕がなかったかもしれな p 。私は日本国内も海外もないと

思う 。地球上で、困っている人がおり、その現実を知った人聞が人間としての自然な感情を抱いて支援行動を行う

ということを、グローパルに考える方が、これからの人間= 地球人の将来にとっていいのではないかと思う 。

途上国の貧困地域での支援活動は、ほとんどが丸抱え的支援にならざるを得ない。自助 ・共助 ・公助などとい

っていられないような貧困の状況にあるからだ。公助を担うべき地方政府には金がないし、 地方政府を支援すべ

き中央政府にも余裕がな p 。共助で成り立つのは住民の労働力提供ぐらいであるが、高度な技術力を伴う労働に

は従事できない場合が多い。だが、丸抱え的支援が延々と続くようではボランティアが息切れをする 。自助 ・共

助・公助のシステム構築を目指しながら次第にボランティアが撤退していくプロセスをたどるべきであろう 。そ

のためには地域経、済の漸進的な振興が決定的に重要になる 。つまり、教育とか医療という個別的な問題から始ま

ったボランティア活動は、地域経済の問題へたどり 着かざるを得ない。だが、それはボランティアにとって難問

である 。恐らく、多くのボランティアは、当面のボランティア活動をどこで収束させ、次の諜題にどう取り組ん

でいくのかを悩んでいるのではなかろうか。

伝統文化と近代化

途上国の貧困地域は多くの場合伝統文化の宝庫でもある 。ところが、ボランティアに求められているものは多

くの場合近代化を進める方向にある 。

例えば教育。日本の明治以降の義務教育、 中等 ・高等教育は 日本の近代化に多いに貢献し、そして近代化の過

程で日本の伝統文化は次々と消滅していった。すなわち、学校教育が地域の近代化を促進し、伝統文化を消滅さ

せる役割を果たした、と p う見方がある 。だから、伝統文化の宝庫のところでは学校教育は不要である、という

考え方が出てくる 。貧困地域にはその地域なりの人々の生きる喜びがあり、そのことを尊重すべきだ、という意

見である 。つまり、 学校づくりのボランティア活動は百害あって一利なし で、伝統文化を凍結保存する乙とが大

事だというわけである 。貧困地域がほかの近代的先進地域から何の影響を受けることもなく、孤立して存在でき

るのであれば、こうした考えも成り立つであろう 。 しかし、それは幻想にすぎない。貧困地域には牛馬が走りな

がらラジオ ・テ レビが普及しているという現実がある 。情報は貧困地域を含めてグローノ V レ化しているのである 。

地峨住民が求めている方向は近代化にほかならない。また、彼らの伝統文化を支えてきた自給自足経済は、先進

地からの市場経済の波に晒されている 。文盲であるが故に搾取も横行する 。子女の売り買いも行われる 。だから

こそ学校教育が必要なのである 。確かに、学校教育は近代化を促進し、失われる伝統文化も多いことだろう 。だ

が、先進地域から市場経済が押し寄せる限り、貧困地域の近代化は必然である 。それならば、学校教育の中で伝

統文化を重視する教育を展開し 、卒業生たちが自らの伝統文化を再評価するシステムを構築することの方が現実

的である 。だが、ボランティアが教育内容にまで関わることは難しい。プライベイトスクールなら可能であるか

もしれないが、義務教育の場合は政府の教育方針に口を挟むことになり、せいぜい期待と願望を提起するだけに

終わってしまう 。

医療についてはどうであろうか。貧困地域には、伝統医療というものがあるかもしれない。私は医学について

は素人であるが、伝統医療と近代医療をうまく結合できないかと思う 。農業でも同じである 。伝統農法が成立し

てきた気候、風土、地勢等の諸条件を無視して近代農法を持ち込んでも破産するに違いない。ODAによる途上

国援助にはそのような近代主義の誤りが多い。いや、むしろ 、利権と結びついて意識的に誤りを犯している場合

もあるようである 。

17 
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要するに、貧困地域への支援活動には、その地域に糠付いてきた伝統文化、伝統技術を評価しつつ、それを近

代的なるものとうまく結合させて、いわば第三の文明と技術をどう構築するか、という観点が必要である 。ボラ

ンティアは善意の固まりであるから、目の前の問題に目を奪われて洞察力を欠き、よかれと思ってやったととが

新たな問題を引き起こす場合もあろう 。困っている人に手をさしのべるのは人間としての自然な感情であり行動

であるが、教育、医療、農業などの問題に取り組むボランティア活動は、その地域の将来に大きく関わることで

あるから、感情に流されているだけでは済まされないのである 。

建築家に期待すること

現代の建築家は近代が生み出したものであり、かつては近代建築の旗手であった。だが、先進諸国の右肩上が

りの時代は終わり、世界的に現代文明が問われる時代となった。社会との関わりで建築を考える動きは近代に芽

生えたが、そのことは、現代文明が間われている今日、多くの建築家の常識となりつつある。

現代の建築家は、近現代都市の「人間の疎外」を直観的に認識し、伝統と近代の問題についても造詣が深い人

が多いと思う 。その人たちが途上国の貧困地域への支援活動に取り組むとすれば、 地域の感情や文化とマッチン

グしながら地域の将来方向を正しく展望できるのではないかと思う 。その点から、途上国への支援活動に多くの

建築家が参加することをまず第一に期待したい。それはボランティア活動だけではない。ODAにも心ある建築

家が参加し、 ODAの本来的なあり方を実践的に正していく必要があるように思う 。

建築家はいわば総合フ。ロデューサーであるから、建築に直接関わらない問題に対しでも積極的に取り組む必要

がある 。貧困地域に入れば、すべての問題がボランテ ィアに持ち込まれる 。専門外でも専門家として対応せざる

を得なくなる 。建築家はその対応力の大きさを持ち合わせていると思う 。そのことを第二に期待した p 。

だが、建築家としての本来的な職能は、建築設計から始まり、建築生産過程を指導 ・監理し、建築のメンテナ

ンスに責任を持つことにある 。 したがって、まずは貧困、伝統、近代という 3つのキーワードを踏まえて、現地

での建築活動全体をどう構想するかというところからスター卜しなければならない。私の理想、は、現地の伝統技

術を活かしたヴァナキュラーな建築を住民主体または住民参加でつくることである 。もちろん、近代建築技術を

必要とする空間もあるし、その部分は周辺先進地の業者へ施工業務を発注することになる 。そういう質を異にし

た二つの空間の共存が地域の感情を表現したものになるのではないかと思う 。そういう建築は建築文化として後

世どう評価されるのであろうか。その地域が伝統と近代を共存させて持続していくなら、もしかしたら建築文化

の一つのあり方として評価されるかもしれない。だが、途上国はおしなべて近代化の方向ヘ向かっている 。 した

がって、伝統と近代が共存する建築は歴史の一過程として記録されるだけで、結果的に葬り去られる可能性もあ

る。

私は今、中国雲南省のミャンマ一国境近くで 「パーリァン小学校J をボランティアで建設しつつある 。私の理

想は、前述したように、ヴァナキュラーな建築と近代建築の共存ないし融合であ った。だが、パーリァン村を管

轄する地元政府の意向は近代建築をつくることであった。地元の木造住宅は10年に一度建て替えるという水準の

伝統技術であり、しかも木虫( シロアリ) が発生するとのことであった。これらの問題は技術的にクリアーする

中国雲南省パーリャン村のラフ ・ナ一族の集落。

(1997年上田博之氏ぬ彩。2002年現在も変わっていない。)



ことが可能である 。だが、地元政府の役人の頭は、木造建築は近代文明から取り残されたものであり公共建築は

RCでなければならない、という思いでいっぱいであった。貧困地域のリーダーたちは先進地域の近代文明を志

向している人が多い。私は彼らと何度かやりとりをしたが、結果的に私の理想とするととろを断念し、 RC造の

小学校建設へ動く乙とを決意した。つまり、「パーリァン小学校」は、ヴァナキュラーな建築でもないじ、近代

的な建築技術であるが故に住民主体または住民参加も 実現できていない。

日本側がやったのは、パーリァン村の実態調査とそれに基づく小学校の各種教室、給食関係室、教員室、職員

室、教員宿舎、児童宿舎等の需要予測であり、敷地予定地を実測して基本設計案を作成することであった。以後、

雲南省城郷規劃設計研究院の協力を得て実施設計の打ち合わせを何度か行い、 着工後はいくつかの段階で工事結

果の検査を行い、注文を付けて今日に至っている 。要するに、日本国内における設計監理業務と基本的に変わら

ないことを無償で、やっているにすぎない。そして、建設資金確保のための寄付金集めの毎日が続いている、とい

うのが現状である 。

私は、 「パーリァン小学校J の建設事業で、伝統と近代の共存または融合を目指したが、 実現に は至らなかっ

た。これからも多くの日本及び世界の建築家が途上国の貧困地域の問題に取り組むのであろうと思う 。その際に

はぜひ伝統と近代の問題を深く考えていただきたい。支援というと、マイナスをゼロにするというイメージが強

いが、近代化の過程でマイナス評価li を受けてきた事柄に光を当て、プラス評価に変える仕組みとそれを支える技

術の再構築が、途上国には求められていると思う 。

結びにかえて

私はすべての建築家にボランティア活動をして欲しいとい っているわけではない。ボランティア活動はやむに

やまれぬ感情から出発するわけであるから、協力は求めることができても強制はできない。ましてや、自らがボ

ランティア活動の中心に位置するごとには相当の覚悟が必要になる 。その覚悟はたまたま問題に遭遇したときに

問われるのである 。問題に遭遇することがなければ、日常の建築活動の質を高めることに取り組んで、いればいい

のである 。

だが、建築家であるが故に、そういうチャンスはたびたび訪れる 。乙の小論では、途上国の貧困地域への支援

活動に焦点を当てて論述したが、海外の問題が建築家に持ち込まれるケースはまだ少ないとしても、日本国内の

地域問題、建築問題の相談が建築家に持ち込まれることは日常的にな ってい ると思う 。それらの相談活動に応じ

るというのがボランティア活動の第一歩であり、それは一部が営業に結びついたり、全部が無償のボランティア

活動のままに終わる場合もある。

いずれにせよ、建築家はその仕事の性質から、ボランティア的要素を持ちながら目前業務を展開している 。私

はこの小論で途上国の貧困地域での支援活動のあり方について述べたが、それは日本国内でのボランティア活動

にも通じるものがあると思う 。私の小論だけでなく、本誌特集号の各論記事が建築家諸氏の今後の活動にとって

参考になれば幸いである 。 ( とがし さとし)

中国雲南省パーリャン村のダイ・リャム族の子どもたち。

(集務の大樹のまわりに集ま っている 。1997年上田博之氏搬彩。)
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各論 1

中国におけるボランティアによる小学校づくり

上 田 博 之

大阪市立大学大学院生活科学研究科講師・ 「パーリ 7 ンに小学校をつく る会」事務局長

1  .  根患見

1- 1. 小学校建設にいたる経緯

我々がどのような経緯 を経て、 パーリ ァンに小学校をつくること

にな ったか、について説明する 。

当会の会長である富樫穎( 大阪市立大学大学院教授) は1977年に

はじめて訪中し 、1985年以降、数度にわたる 中国雲南省の少数民族

の住居調査を行ってきた。その過程で、 中国の多くの建築家 ・研究

者の協力 を得、居住者の多大な協力を得た。これ らの学術調査を繰

り返す中で、現地に対して具体的に返すものがないごとに問題を感

じていた。そのころ、 中国の研究者を 日本に招待する何度目かの機

会に重なり、日本の農村の小学校などを見せた。中国の研究者と小

学校のあり方などを議論する中で、 貧困な少数民族居住地区におけ

る小学校の建設を 日中の研究者 ・建築家の共同活動の一つの課題と

することを提案し、中国の研究者たちも歓迎した。それまでの学術

研究を継続しつつ学校づくりに取り組む新たな協力体制をつくるこ

とにな った。日本側では、この場に同席していたメンバーをはじめ、

これまで、に共同研究を行ってきたメンバーの協力が得 られるととに

なった。

1997年に 中国側 と建設地域についての 協議を始めた。その結果、

雲南省でも最貧といわれる孟連県( 孟連タイ族ラ フ族ワ族自治県)

が選定された。

1  - 2 . パーリ ァン村の概要

ノTーリァン村は、 中国の最南部にあり、 ミャンマーと国境を接す

る地域で あ る ( 図 1 ) 。パー リァン村は孟連県モンマ鎖に属し 、モ

ンマ鎮は 8つの行政村か ら桃成さ れる。

ｊ ｾ ー リァン 村 の ｬ 人あたりの年間 純収 入は ＲＷＰ 元 Ｈ ＲＰＰＰ 年 ｬ 丹 、 当

時 l 元は14円くら p) 、孟連県の l 人あたりの年間純収入は日6元と

いうのが、建設当初の状況であった。当H寺、上海や昆明では40歳の

年収が15，000元、 中国の農村の l 人あたりの年収は2，090元 (1997年)

であ った乙とから、相当な激賞状態であ った、と言 える 。その後、

1999年12月の霜害 ( その地理環境からは想像しがたいが、 相当な冷

害であり、その時に現地にいた我々も想像を越える寒 さを体験した)

により 、主たる生産作物である測!排、茶の被害が大きく、復旧に10

年以上要するといわれ、さらなる貧困地域とな っている 。

パーリァン村は21の集落( 自然村) からなる 。集落は標高1，200

m前後の山間にあり、集落聞の距離は極めて長 く、それぞれの集落

は孤立し、隣接集落まで、徒歩で叩 分以上離れた集落も少なくなし 、

ラフ族( 約 7 割) 、ワ族( 約 2 剖) 、ダイ族( 約 l 割) 、ハニ族、 リ
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図 1 パーリァン村の位置

ス族に より構成さ れる 少数民族居住地域であり、 786戸、3，381人

(1997年11月) が生活 している 。

1  - 3 . パーリ ァン村の教育状況

中国の初等 ・中等教育は、 日本と 同じ6 ・3 ・3制であり、 小学

校は義務教育である 。中国中央政府は就学率100%を目指 している

が、 小学校建設 ・教員の雇用などの整備は省政府、さらに下位の行

政単位へと任さ れ、貧困地域ではそ れらの負担ができない状態であ

る。

ｊ ｾ ー リ ァ ン 村 をみ れ ば 、 就 学 率は ＵＳＮ Ｓ Ｅ (1997年11月) であり、

そのほとんどは小学3年生までの教育で終わり、 小学校 6年を修了

する者はほとんどいない。乙れには、貧困地域であるため児童が労

働力 とな っていることも理由と考えられるが、 小学校自体がないこ

とが大きくかかわっている 。パー リァン村の小学校は各自然村 (註

1  ) に設置さ れている 「自然村小学校j が11集落にある 。この自然

村小学校は1- 2教室の簡素なもので、 日本の過疎小学校 ・分校をイ

メージできる 。 しかし、これらの自然村小学校は1- 3年生の教育の

みで、 入学は 3年ごと、つまり l 年生が入学するとその l 年生が卒

業 ( 3 年) するまで、入学適齢児童を待機させるという方式であ る。
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何年も入学できない児童 も出現し 、14.歳の小学 3年生が我々の調査

で明らかとな っている 。これらの 3年制の小学校を 出た後は、行政

村にある中心小学校 ( 1 - 6 年生までが就学できる 。モンマ鎮では、

8つの行政村それぞれに中心小学校を整備する計画にな っている 。

2000年の時点で、 6行政村には、不十分なものがあ ったり、計画中

のものがある) に入学するが、 パーリ ァン村には中心小学校はなく、

その建設の予定もなか った。従って、 パーリ ァン村の児童は、モン

マ鎮の中心小学校に行くことになるが、距離は遠く通学は不可能と

なる者が大半で、寄宿する必要がある 。このような状況が就学率を

低くしていると、我々は考え、 パーリ ァン村に完全小学校 (1- 併下

生まで就学) を建設することにな った。

1  - 4 . パーリ ァン村完全小学校の概要

本小学校は中国の小学校の建築基準である 「農村普通中小学校建

設標準J (註 2) に従って計画したものである 。小学校の定員は450

人とした。1997年11月時点で適齢児童数は540名と推定され、年次

増減は少ない、と 予想された。現在ある 11の自然村小学校を利用す

るととで 1- 3年生の約90人が就学できる 。これらのことから就学

定員を450人としたのである 。その施設は、 45入学級が10教室 ( l

- 3年生は自然村小学校を利用するため各学年 l 教室、 4- 6年生

は 2教室、学年間の児童数の多寡を調整するための予備教室として

l 教室) 、 200人収容の児童寄宿舎、教員住宅( 夫婦と も教員の住宅

4 戸、単身教員用 8 室) 、音楽 ・室内体育 ・式典を行う多機能室、

教職員室などである 。これ らの施設を上記標準に従って計画すると、

延床面積2，400m' という大規模な建築になる( 図 2)。 しか し、この

基準を満たさないと適正な教員数が配置さ れず、教員 も劣悪な環境

では定着 しない。

敷地は、自然村小学校の一つである 「瑚排工場小学校」の敷地を

利用し、既存の建築 を一部活用することにな った (写真 1 ) 。 この

写真 1 パーリァン小学校敷地 (1鈎7年当時・ 建築物は瑚排工場小学校の校舎)

生徒住房

2階建て 24室

T空当たり

生徒8名収容

生徒食堂

図 2 パーリ ァン小学校全体計画
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敷地は山の斜面を切り開いたもので、地盤の問題、景観上の問題か

ら、平屋を基本としたが、敷地面積の制約から 一部 2階建てとなっ

た。

建設費の総額は4，300万円と算定された。中国側が希望工程( 註

3  ) 等を活用して捻出できるのは 1，300万円程度であり、日本で

3，000万円を集めるととになった。工事は2000年に着工、 2003年竣

とする 3期工事とした。

2. パーリァン村完全小学校の建設Jお兄

工事は予定通り 2000年にスター卜した 。2000年 8 月に着工し、

2001年 3 月には教員宿舎の一部( 夫婦とも教員用) が竣工した( 写

真 2 ) 。乙れにより教員定着の物理的基盤の一部が整ったことにな

る。2001年 9 月には、 二期工事として、教室 (10教室) の建設に着

し、 2002年 3 月に竣工した( 写真 3)。

乙の教室部分の建設は待ち望まれたものであった。それは、孟連

県教育長が小学校建設に非常に情熱的に取組み、当初計画より早く

児童 ・保護者への就学の呼びかけをおとなったり、学校がないこと

で就学させたくてもさせられなかった保説者が建設予定であること

を聞きつけたり、という乙とで、小学校建設中でもあるにもかかわ

らず、就学児童が激増したためである 。建設計画当初には80人 ( 1、

2年生のみ) であった児童は、 2001年9月時点で240人( 1 - 4年生)

を越え、簡素な掘っ建て小屋の仮設校舎( 寄宿舎兼用) を建設して

授業を受けている( 写真 4 ) 。教員もそれに伴い 2名から 12名に増

員されている。

一期工事着工の際に出現した仮設校舎は住民の自力建設によるも

ので、廃材をあつめたものであった。遠目にみればもっともらしい

校舎で、壁が隙間だらけであろうが、床が仕上げられてなかろうが

(地床) 、自然発生的で、学校らしく、新築しなくてもこれでいいの

ではないか、という声が当会役員の中にもあった。 しかし、教育環

境として適当か否かという問題以前に、近接し同様の気候 ・環境に

あるベトナムで冬期に住宅内凍死者が少なくないこと、パーリァン

村の霜害の時の寒さを体験した我々には、乙の仮設教室で児童を寄

宿させるごとに強い不安を抱いた。

中国では、ボランティアが小学校を建設しでも児童が就学しない、

教員が配置されない、といったことが少なくない。我々も計画当初、

これらを危慣していたが、現在のところそれも杷憂のものとなり、

喜ばしい乙とである反面、劣悪な掘っ建て小屋教室を見るにつけ、

早期の建設という重圧が我々にかけられたのは、いうまでもない。

現在、児童はさらに増え 6年生の児童を含め270人程度となってい

るようである 。

現在、 三期工事にとりかかり、 2003年3月竣工予定である 。三期

工事では、残りの施設すなわち多目的教室、教務事務室、単身教師

宿舎、教職員室、便所、電気室、バスケットボール ・コー トほか外

桝整備となっており、 これでパーリァン小学校完成となる 。

3.  1. 尉由の反応

現地が小学校建設をどのように受け止めているか、若干ご紹介し

22  

写真 3 教室棟 (二期工事部分)

写真 4 仮設教室 ・仮 樹首舎 は 削 年 9 月)

ておきたい。

前記した よう に、 児童数が増加 してい るこ とからも、 地域住民に

ｊｾ ー リ ァン 小 学校の建設が歓 迎 さ れ ている こ とがわかる 。

この児童数増加に直接かかわっている孟連県教育長は、この小学

校建設を熱望し、担当者にはまかせず、自らが現地に足を運び、住

民に説明し、工事現場を監督している 。教育長は岡県出身ではない。

少数民族で差別的処遇を長らく受けた歴史のあるイ族であり、元中

学校教員である 。教育長は「少数民族に教育を受けさ せたpj と常

に我々に話す。教育について熱く語り 、でき れば教育現場に戻りた

い、という教育者である 。県の教育長という高い地位につきながら、

全く権威的に振る鉾うことはない。我々と雲南省政府を交えた打ち

合わせや設計打ち合わせにも見明までパスを乗り継いで来ることさ

えある 。勿論中国では縁辺部であろうと 、教育長が使える運転手付



き自動車はある 。自動車の調整が付かなかった、という理由でパス

で長旅をする 。このようなところからも、教育長の i情熱は伝わって

くる 。

パーリァン小学校の実施設計は、雲南省方脇市企劃設計研究院が担

当した。日本側 ( 当会役員) が作成した基本計画に忠実に実施設計

を行っているが、設計料は支払っていなし、。敷地測量や現場監理な

どの旅費 ・経費を実質' で、支払っただけで、ある 。雲南省城郷企剖設言|

研究院は元々雲南省の機関、つまり政府機関である 。だから当然だ、

という見方もあろう 。しかし、昨今の中国では、政府機関も民間企

業と 同様に 「お金儲けJ をしないといけない。「みやげものや」を

する大学( もちろん国立) まであることなど、ご存じの方も多いと

思う 。中国政府機関は、日本の構造改革 ・秒五行政法人化などより

すさまじい生き残りを余儀なくされている 。そのような状況で、無

料で実施設計をすることは、負担であろう 。 しかし、院長はパーリ

ァン小学校の必要性、我々の協力の意味を理解し、支援を申し出て

くれた。さらに彼らは雲南省教育委員会への働きかけも行い、希望

工程的支援も受けることができた。

これらのととからも、パーリァン小学校への期待と熱意が伝わっ

てこよう 。

4. 中国でのd惇粉義変支持彰百動の意義と諜霊

中国では義務教育であるにもかかわらず、小学校教育すらまとも

に受けられない。人民の平等をうたった中国での話である 。

義務教育の学校づくりは、政府の責任で行われるべきである 。 し

かし、今の中国政府は毘明で花博( 園芸博覧会: 20∞年) を開催す

る力はあっても、貧困地域の学校建設を責任をもって行う力はない。

貧困地域では、都市の住民や企業の寄附金で学校建設を行う 「希凶

工程J が主流になっている 。つまり、中国人のボランティアによる

もので、ある 。我々はこの希望工程と同じことを海外から行っている

にすぎない。政府が果たせない( あるいは、果たさなし、) 責任をボ

ランティアが支えているのである 。我々は研究者として、中国と関

係し、その地域の住民に何か返したい、と考えたにすぎない。誰が

資金を提供するか、が問題なのではない。何らかの関係をも った人

たちが、困っている、それも子供が。なんとかしなければ、と考え

るのは、人間として当然のことではないだろうか。このような感

情 ・人間関係に国境線は関係ない。

支援の意義は、建設した地域の子供の成長過程が証明してくれる、

と考えている 。ある子供は、教師を夢み、将来の少数民族の子供の

教育に反映されるかもわからないし、ある子供は、政治家になり、

海外の支援を受けなければ、学校を建設できない政府を改革するか

もわからなp 。これらの可能性のある子供に教育を受ける機会を設

ける、というのは大変意義深いことであろう 。

しかし、我々の小学校建設にも問題がある 。少数民族が集まる地

域での教育では、民族の固有言語による教育は難しく、漢語( 普通

話) 教育をとらざるを得ない。仮に単独の少数民族居住地区であ っ

ても、小学校すら満足に行けない少数民族の教員を捜すのは容易で

はない。これらの漢語教育や即長の混成により、少数民族のそれぞ

れの伝統文化が壊される危険がある 。我々も当初は、集落単位での

小学校建設を考え、村人と共同で手作りの小学校を建設し、民族教

育を行いたいと夢見てきた。 しかし、現状では24戸以下の集落には

教員が3雨量されないし、仮に派遣できる規模の集落でも、辺境の地

では、教員が定着しない。小学校を建設するからに は、その学校で、

教育が滞りなく行われることが保障されなければ賞、昧がない。必然

的に比較的利便性の高い地域に、大規模な小学校を建設することに

なった。民族固有の文化の継承は、今の段階では、漢語教育を受け

た子供たちの中から自らの文化を正しく評価できる人材が育つのを

期待するしかない。

Ｏｾーリァン小学校は、 ＲＰＰＳ 年 Ｓ 月の竣工予定である 。 学校の竣工

後は、教員の派遣は確約されている 。児童数、教員数ともに 、当初

予定を上回るスピードで充足されている 。 しかし、建設後も小学校

に入れない子供がいる可能性は高p 。小学校に通えないのは、小学

校がないことと同時に、貧困である乙とから子供が労働力になって

いることも要因としてある 。我々は、竣工後は、乙のような学校が

あっても就学できない子供たちの支援をすることになる 。 言 ｾ題は常

に生じ、終わりはないのかもわからない。

また、中国では、賄J ! 台や業者の搾取などの問題が常におこる 。特

に寄附金による事業では、乙れらは許されない問題である 。我々 は、

長年にわたる信頼関係に基づいた建設を行うだけでなく、さらに金

銭の流れを監査する機関を設け、資金の、流れが透明で明快になるよ

うに努めている 。それでも、何が起こるかわからない、と常に内容

に目配りする必要がある 。それが中国における支援の最大の問題点

かもわからない。

5. おわりに

小学校建設は最終段階に入った、しかし、現時点で700万円程度

の資金が不足している 。

当「会J の主旨にご賛問いただき、ご支援いただければ、ま乙と

に幸いである。パンフレット等ご案内の必要な方は、事務局までフ

ァクスでお願いいたします。

振込先 j郵便振替 口座番号00950-6- 147∞8

加入者名 : パーリァンに小学校をつくる会

事務局ファックス: 06-6605- 2855 ( 紺脚) ( うえだひろゆき)

[設]

註 1 自然村とは、円本の総務にあたるもので、恭本単位になっている。

註 2 1  99711o  I坂 ri : HHJ 通中小学校建設標準」について、その内容および分析は、

以下の文献を参照されたい。

井原微 ・藤本尚久 . Ｇｩｾ｜ 樫穎 ・ 上田博之ほか、中国における試行的政村地域

小中学校建設器準について、西日本工業大学紀婆 理工学編、第29巻、

pp. 55- 62、平成11年8月

注 3 中国では、ト ン ・シ ャオピン ( とう しようへい) の市場経済導入によか

者11市部と j込村吉昔、さらに中心地 と縁辺部の経済格差が大きくなった。特に

北京、上海とい っ た大都市部では、 Ｑｉ ￶ ｾ［ｻ ＱＮ∞ Ｐ 万円を超える者も少なくない 。

各地で、ラオパン (成金的な金持ち) とl呼ばれる金持ちが出現した。彼ら

の中の良識派 怒普通《や日総地域 ・3 裕行政区が貧困地域の政策を金銭的

に支援するようにな った。そのような支援を希望工程と呼んでいる。この

ような希望工程でill 放された小学校もいくつかあらわれている。

23 



各論 2

ラオスにおける一連の学校建設について

加藤 隆 久

加 藤 隆 久 都 市 建 築 事 務 所

ラオスという国

ラオスで小学校建設に関わり始めて 7年になる 。 ラオスを訪れた

回数は20回を超え、今までに 9校が完成した。

ラオスは、東はメコン河を境としてタイ、西はアンナン 山脈を境

としてベトナム、北は中国とミャンマーそして南はカンボ ジアと五

つの固に固まれる東南アジアの内陸国である 。面積約24万平方九、

本州、比ほぽ同じ国土に約480万人 (2000年推計) の人々が生活する 。

国土の 8剖は山地と高原、また国土の 3分の 2は森林、労働人口の

8割近くが農林業に従事し、 主要作物は米、綿花、 トウモロコシな

どである 。人の手の入っていない自然と、水牛が遊ぶ田畑が続く中

に、自給自足の農村-が点在するのが典型的なラオスの風景である 。

長閑なラオスであるが、国の発展の基礎である教育では歴史的に

大きなハンディを負っ ている 。フランスの愚民政策、ベトナム戦争、

革命による知識人の流失、そして多くの留学生を送っていた東殴の

崩壊とマイナス要因が続いた。今でも国民の過半数が小学校を卒業

できない。

日本民際交流センター

私が参加している 「日本民際交流センターj は、教育援助を目的と

する NGOでタイで中学生を対象にダj レニー奨学金という名の奨学

金援助を行ってきたが、タイで、の、活動が軌道に乗ってきたので、対

象をラオスにも広げるごとにした。当初タイと同じ奨学金援助を考

えていたが、国民の過半が小学校を卒業できず、また校舎が大幅に

不足している実状を知り、奨学金の対象を中学生ではなく小学生に

下げると共に校舎の建設も行うという援助方針を決めた。更に、学

校建設にあたり資金だけを提供し建設内容を現地に任せるのではな

く現地の状況に適した学校作りを目指して協力できる建築家を探し

た 。 高ｾ喝事務所を退職し 、 念願の犯仁立を果たしたばかりだ っ た私は、

縁あって話を受け構造家の松本年史氏を誘い協力することにした。

現況調査

初めてラオスという国を訪れ珪設事情を調べ、いくつかの間題に

気がついた。まず、ラオスには製造業らしい製造業が無い。建設資

材は釘 l 本までタイで買わなければならない。これでは折角の建設

資金がタイに流れてしまう 。

また、 一般的な建設工法では、コンクリートで柱と梁をつくり、

レンガを積んで壁をつくる 。 レンガは脆いので建物全体にモルタル

を塗って塗装をする 。とのレンガをつくるために森の木を切って焼

24 強策 と社会 ・2∞2.9

写真 1 文部省タイプの小学校

くことになる 。新しい建物は住宅でも寺院でも例外なくこの工法で

ある 。学校も文部省基準の校舎はやはりこの工法である 。全ての建

物を森の木で、焼いたレンガで造ることに疑問を感じた。さらに電気

の無い村のなかで人々は高床で風通しの良い家に住んで、いる 。だが、

学校の教室は地面に貼りっき四方を壁に固まれ、そ乙に窓が聞くと

いう閉鎖的空間( 強いて言 えばヨーロ ッパ的空間) にな っている 。

どう見ても環境に合 った快適な空間、とは言い難P o (写真 1)  

設計の基本方針

こうした認識をもとに、 3つの基木方針を決めた。第一に、教室

を快適で、魅力的な空間にするために、自然通風- 自然採光を確保す

る。第二に、寄付ーによ ってI備われる建設資金が現地に還元されるよ

うに、 出来る限り現地の材料を用いる 。但し、「森の木で焼くレン

ガ」は使わない。そして第三に、現地の人達が建設に参加できるよ

うにする 。

ラテライトソイルとインタ一口ッキンク‘ プ. ロック

幸い、タイで素材として面白いブロ ックを見つけた。インターロ

ッキングブロ ックというソイルブロ ックである 。乙れは、東南アジ

アに広く分布するラテライトソイル( 紅土) にセメントを少量混ぜ、

小さな人力のプレス機で圧縮して作る 。(写真 2 ) セメントと土の

比率は 1 : 6 - 7 なので殆ど土でできたブロ ックである。ラテライ

トソイル( 紅土) は高温湿潤な斉射帯、亜熱帯に代表的な土で、高温

と多雨により強度の風化作用を受けているレンガ色の赤土である 。

粒子が細かく雨が降るとドロドロになり、渇くとコチコチになる 。

現地のレンガはこのラテライトソイルに水だけを加え練って焼いて

つくる 。いた って簡単である 。



写真 2 ブロ y クの製作

写真 4 ブロック壁完成

インターロッキングブロックは形にも特徴がある 。上面に凸、下

面に凹があり、玩具のレゴのようにモルタル無しで空顧みが出来る 。

「森の木で焼くレンガJ に替わる材料としてこのインターロッ キン

グブロックを使う乙とにした。( 写真 3)

インターロッキングブロックは梢造材となる強度がある 。また、

ラオスは地震も台風もない。そこでコンクリー卜の柱 ・梁を造らず、

このブロックを空棋みした独立壁を教室聞の壁( 写真 4 ) とし、聞

に木製卜ラスを波し、垂木と瓦桟を梨けてセメント瓦を il 戒せるとい

う工法にした。この方法なら、タイからブロック製造機とセメント

を持ってくれば、ラオスの土、砂利、そして木材を使って小学校が

造れる 。ブロックの製造や現場で- f i ' lむ作業は誰でも出来るので、お

父さんが子どもの為に働いて収入を得るととも可能だ。(図 ，)  

断面計画、配置計画

自然通風 ・自然採光を確保するため屋根に段差をつけて高窓のあ

る断面計画としている 。

高窓があれば温度差で教室の空気は流れやすく、 屋根の柔らかい

反射光が教室全体に|峰り注ぐことになる 。また、教室は開放的な空

間が望ましいので、両側の扉と窓は全開できるようにし、内っぽい

色で、塗って地面からの間接光を取り込むための反射板としている 。

木材は日本のように十分乾燥させて使うわけではないので扉と窓の

反りを配慮、し、三方枠を使わず扉と窓を縦材に外付けしている 。気

密性の必要がないのでこれで十分である 。(図 2)

配置言|画も重要である 。ラオスは赤道に近いので太陽は高い軌道

展恨均配= 1  :  1.5 

梁

写真 3 インターロッキングブロック

図 1 構造概念図

300 

ＮＧ］Ｂ］ＡＮ Ｍｾ置 ｬｒ 旬配
ム ＭＭｲｾ ーーＧＭＭｲ一 =  1  :  1.5 

ｾ二二 ｚ 二 ζ 工 コ ｂ
也 子

インターロ ッキング

ブロ y ク

屋根勾配的決め方

2棚 | 側

8α10 

図 2 通風、採光、開放性に考慮した断面計画

図 3 日陰をつくる配置計画

を東から西に動く 。 日本の冬のように低い軌道を通ることがない。

そこで、図のように建物を東西に配置すれば教室は 1 日中庇の影の

中になる 。直接光はカットされ教室に入る光は間接光のみとなる 。

(図 3)

また、校舎の両側に木があればその影で地面の滑直が下がるので、
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竣工式にドナーの人たちに記念植樹をしてもらっている 。木は育ち

やすく葉張りの大きい常緑樹を選んでいる 。(写真 5 ・1 ， 2 )  

雨季 ( 5 - 9 月) は建設に適さないので工事は原則乾季に行い、

年 1- 2校のぺースで続いている 。資金は日本民際交流センターの

活動主旨に賛同する個人やグループあるいは団体からの寄付であ

る。現在 9校が完成し、秋には10校目が着工となる 。出来あがった

教室は、それぞれの地域の土の色で、素朴ながら快適で独特の雰囲

気もあり、ほぼ目指した空間が実現した。(写真 6， 7)  

今後について

基本的には順調に進んでいるプロジェクトであるが、スタートか

ら7年が経ち 10校という区切りの数も見えてきたので、これまでの

活動の見直しと今後の進め方について考え始めている 。技術的改善

と人のネッ トワークのふたつがテーマである 。

木材の制限

まず、木材の使用制限についてふれたい。屋根架橋はハードウ

ッドと呼ばれるチークのような硬い木材を使っている 。ハードウッ

ド、は重要な輸出品で、あるが、乱伐でラオスの豊かな森も環境破擦に

直面している 。日本が最大の輸出先という材木切り出しによる環境

破壊は心が痛む。

ラオス政府はハードウッドの国内での使用を規制 し主に輸出に回

そうとしている 。地域によってはハードウッドが手に入りにくくな

っている 。ラオス文部省の作る小学校の屋根は軽量鉄骨の架構にな

り、われわれの活動に対しでも木材の替わりに鉄骨を使ってはとい

う話がある 。 しかし簡単に屋』悶 叫iを木材から鉄骨にかえるわけに

はいかな p 。最大の心配は耐久性である 。入手できる鉄骨の材質は

かなり悪い。溶接技術の信頼性も気になる 。防錆処理が良くないの

で必ず錆びてくる 。軽量鉄骨の屋根架橋が錆びて行く姿を想像する

と鉄骨採用を蹄路してしまう 。文部省タイプの学校では、御丁寧に

天升ニを貼つであり、これでは錆の進行をチェックすることも出来な

い。将来どうするのか心配になる。それに、軽量鉄骨といえども国

産はないのでタイから買ってくることになる 。木材を売った金で鉄

骨を買って学校を建てているようで、この点、も納得できない。そも

そも、ラオスの子供たちにはラオスの木の下で学んで欲しいという

思いがある 。

今はとりあえず鉄骨の屋根架椛の図面をつくり、入札では木造と

鉄骨造それぞれに値入をしてもらって p る。幸い木造の方が若干安

くでるので、それを理由になんとか木造ですすめている 。安易に鉄

骨は採用できないが、将来のことも考えこの問題はきちんと解決し

なければならない。(写真 8 )

素材の研究

素材については多くの可能性が残っている 。例えば、籾殻の灰や

フライアッシュを使用すればセメントを使わず土をブロックに固め

ることができる 。活動地域は農村なので籾殻の灰が使えれば最高で

ある 。実現したいと思い当初検討したが、データが揃え切れず断念
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写真 5 - 2 4年後

写真 6 内部

写真 7 内部



した。また、竹の使用も検討途中のままである 。竹は豊富にあり生

育も早い。民家では大量に使われているが現地では非常に耐久性の

無い材料といわれている 。例えば、壁に使われている竹の網代シー

トは柔らかな光の入り方がとても 美 しいので建具に使おうとした

が、耐久性がないのでやめて欲しいと現地の人々に断られた。コン

クリー卜に入れて竹筋コンクリートはどうかとも考えた。調べたら

これは戦時中に検討済みで、セメントが竹の繊維を分解してしまう

とのこと 。ただ、東南ア ジアの竹は日本の竹とは別種で種類も非常

に多いので何とか使う道はないものかと思っている 。幸い構造家の

松本氏もこうしたテーマに非常に興味を持っていて、検討を進めて

くれている 。

質も量も

スタート時点では文部省タイプと同レベルの予算でより良いもの

を造ることを目標としたが、その後文部省タイ プは屋根のスレート

瓦を波板鉄板にし、コストを下げて 1校でも多くという姿勢を強め

ている 。波板鉄板は 2 - 3 年でぼろぼろになるので必ずしも経済的

ではないが耐久性に目をつぶっても数多く作りたいという文部省の

姿勢も理解できる 。地方に行くと村人が自力で建てた学校がある 。

地面に直接四本の柱を立て草で屋根を葺いただけ、壁もなく竹を聞

いて椅子と机にしている 。( 写真 9 ) そんな学校でもあれば良いの

が現状である 。ともかく絶対数が足りない。質を落とすことなく出

来るだけ多く造ることを目指し、木材の使い方や素材の見直し等の

技術的諜題にまだまだ挑戦していかなければならない。

人のネットワーク

日本政府も小学校造りに乗り出しているが、必要校数を充たすに

はまだかなりの年数がかかりそうである 。今までは松本氏の協力を

得ながら技術的な乙とはほぼ一人で、やってきた。今後は技術的課題

への挑戦のためにも、また、長期的活動を可能にするためにも、人

の体制、あるいは人づくり、ネ ッ トワークづくりをしていかなけれ

ばならない。できればもっと若い世代にもネ ッ トワークを広げた p 。

若い世代にとっても世界を知り、貴重な経験を和むことができる良

い機会のはずだ。対象は日本に限らず、例えばタイの若い建築家と

の協働もおもしろそうである 。ラオスの若者を協力者に育てられな

いか、という話もある 。そうした展開は活動をさらに魅力的にし、

長期的t脳流性にも繋がるだろう 。

NGOの魅力

もともと乙の話が来た時、ラオスという国も良く知らず、ただ未

知なる世界への興味本位で始めた。作るべき建築のコンセプトを提

示すれば後はなんとかなるだろう程度だった。だから気楽に参加で

きたのかもしれない。始めてみて簡単でないととが分か った。コン

セプトの提示くらいではなんともならず、次第に深く関わるように

なった。

ボランティアの語源には「自発的J i自由意志」という 意味が含まれ

るが、当初はともかく今は自分の意志で参加している 。先ず学校建

写真 B 木造屋根架摘

写真 9 村人が自力で建てた校舎とすしづめの子供たち

設と奨学金を通してラオスの子供たちに学ぶチャンスをあげるとい

うNGOの活動主旨に賛同する 。学校を建てることは目的ではなく

手段であることを忘れないようにしている 。

ラオスと言 う国の魅力も活動の支えである 。重債務貧困国のひと

つであるが飢えがあるわけで、はない。人工物の無い緑に固まれた田

畑が延々と続くなかに自給自足の村々が点在する 。ゆったり流れる

大河メコンに寄 り添うようにち ょっ と恥ずかしがりやのひとびとが

生活する国ラオス 。そこではゆ ったりと流れる時間に中に身を委ね

ることができる 。

そしてしばらくや っているうちに分か つてきたのが、 NGO活動

そのものの面白さである 。学校はドナーのひとびとの気持を形にし

たものだが、そこにもさまざまなケースがある 。また、あらゆるレ

ベルで組織ではなく個人が活動の基木にな っている 。組織に永くい

た人間にと ってはそれが一層新鮮に感じられる 。活動を過しての多

様な世界の発見、 多士済々な、人々との出会いがともかく面白い。

(かとう たかひき)

- 日本民際交流センター 「ダルニー奨学金」 についてのお問い合わせ

〒16:以:D41 東京都新宿区早稲田鶴巻町518司ビル301

TEL 00-5292-32ω 

F AX 00-5292-3510 

h句 j /WVvw.  rnin叫 org/
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各論 3

ネパールの学校建設とAAF ( ωA必Sl a叫 凶

山内 一晃

竹 中 工 務 庖 設 計 本 部 副 部 長

私たち竹中工務庖設計部有志は、 5年前からヒマラヤ山麓にある

ネパールの村に学校を建設しようというボランティア活動を推進し

ています。場所は首都カトマンズとポカラの中間に位置するゴルカ

という町から北へ約60キロ入ったフィリムという山間の小さな村で

す。2001年10月地鎮祭を行い着工、 2002年12月に第 l 期工事の竣工

を目指し現在建設工事が進められています。今回は、乙のネパール

スクールプロジェクトについて紹介いたします。

ボランティアの位置付け

ネパールではこれまで世界の様々な人々が数多くの援助を実施

し、小学校や中学校 も多数建設されていますが、これらの中には建

物はできたが先生がこないとか、運営資金がないため途中で頓挫し

たとかで、結局学校がその機能を発揮しないまま倉庫等に使われた

り、廃屋同然とな っている事例があると聞きます。乙れは援助する

側の安易な善意の拙共や責任感の欠如、援助を受ける側の意識の低

さと共に、相互の意識のズレによるところが大きいと思われます。

せっかく のボランティア精神が生かされないのは残念な乙とです。

私たちはこうした事態を教訓とし、既成のボランテ ィア 団体等に頼

ることなく、学校を必要とする村や村人達とよく話し合って到達イ

メージを共有したいと考えました。また、私たちは設計技術商談団

として自分達のできることは自分達でやろうとし け意志のもと、も

の作りの原点に立ち返り、建築することの基本精神をもう 一度見直

したいと考 ｡ えました 。 このネＯ ｾ ールスクールプロジェクトは、ただ

箱物の建物を設計して終わるのではなく、敷地の選定から敷地の実

測、建設資金や建設資材の調達、運搬ルートや施工方法の検討、労

働力確保や賃金支払い、在ネパール日本大使館やネパール官公庁と

の交渉等々、建設に係わる全ての作業を現地の村長や村人達と協力

しながらボランティア活動として推進されています。

写真 1 完成予想図- 谷側から見上げる (模型製作 側オークプランニング)
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図 1 フィリム村位置図

ボランティアの動機

- チヘ‘ ッ 卜訪問がき っかけ

199併下、設計部有志十数名がチベ ットに旅行しました。乙の訪問

はアジア地域の建築に関心を寄せ、風土に根差した建築や土着的な

建物への憧れを持つ者にはたいそう魅力的な旅でした。今日の情報

化社会は物質の豊かさや使利 さと引き換えに 、自然への畏怖や自然

と共に生きる術を失ってしまっているようにみえます。

チベットへの訪問は、現代文|問が切り捨ててきた大切なものをこ

うしたアジア辺境の地が今も超然と持ち続け、環境と 一体にな った

世界を作り上げていることを実感できた旅でした。また、私たちが

そうしたことを体験することが、これからの建築文化ひいては人間

生活を考えていく上でたいそう貴重なのではないかとの思いを確認

できた旅でもありました。その後、中国福建省奥地の客家土楼、雲

南省毘明の少数民族村などを視察し、中でもネパール山村 や出村の

生活を見る とき、 子供たちの学ぶ場や機会の少ないこと、機会があ

写真 2 キラキラした限の子供達



っても家庭を支え るためにJ;:t 作業や水汲みなどの労働に時間を取ら

れ、速 くまで通えない子供たちが少なくない乙とを知りました。私

たちはこう した旅行を契機に、アジア地域に対して建築設計者とし

て何か貢献で きるこ とはないかと考え、 ネパールでの学校建設の支

援を行うことを発意するに至りま した。

建設地の選定

1998年から学校建設に関する現地情報の入手を開始し、たまたま

ネパール研修生が来社したのを機会に学校建設の主旨を説明し、小

学校を必要としている場所の選定を依頼しました。帰国後まもなく

彼女は 2箇所の候補地を選定してきました。1999年10月、私たちは

候補地視察のため第 l 次隊を組織しネパールを訪問 しました。、カ

トマンズから車で 4 時間程離れたビンフェデイ、 そして車が通る IUJ

から歩いて 4 日かかる奥地のフィ リムの 2箇所です。フィ リムには

カ トマンズからヘリ コプターで行きました。視諜の結果、ビンフェ

デイはし っかりした建物が存在し小学校として十分機能できそうで

あること、フィリムは現在の建物が廃屋同然であり 、奥地の山村で

ありながら周辺村落の中心に位置し集約効果が期待できることなど

から 、フィリム村が最適であると判断し学校建設地に決定しました。

フィリム村とは

フィ リム村は標高約1600m、大河ブ リ・ ガンダキを見おろすマナ

スルヒマール (8163m) 卜レッキングルートに位置し、電気、下水

施設はなく 十数年前にデンマークボランティアが敷設した水道( 上

流のJII から配水) が村の生活を支えています。小麦、とうもろとし、

野菜栽培やニワトリ、 山羊、牛の放牧とい った自給自足で賄われ、

これとい った産業はありません。農作業は女性が中心、男性はゴル

カまで、出稼ぎ、に行って僅かな現金収入を得ます。村人の識字率は約

15%、小学生の就学率は約36%です。

現在の小学校は平屋建の 2教室からなり、半分は屋根がなく途中

で建設を中止 した ように見えます。窓や扉はなく素通 し状態です。

床はデコボコの土のままで、木屑や砕石が転がってい ます。机や精子

はどこにもありません。子供たちはこの教室で床に寝そべるような

姿で勉強しています。私たちが訪れた日は、屋外の草地の上で授業

が行われていました。 l つのグループは先生の後について読みの練

習、 他のグループは英語の書き取りの練習を行っていました。ワラ

写真 3 現在の小学校は屋恨の半分が無い
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表 1 フィリム周辺の学校数と 生徒数
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半紙よ りも薄い紙にこ れまた寝そべるよう な格好でボールぺンで書

きつけていま す。筆箱や下敷きなど勉強のた めの学用品など ほとん

どありません。

小学校かう高校まで 3期に分けた建設計画を策定

- 計画の概要

第 l 次隊のネパール訪問後、2000年から本絡的な設計作業を開始

し、周辺村落の教育環境の実態を村 人やネパール人大学生から情報

収集した結果、 小学校は各村に少しづつある ものの十分機能してい

ないとと、中学校や高校は歩いて 4 日かかる ゴルカまでいかなけれ

ばならないことなどを知 りました。私たち は村長や村の建設委員会

メンバーと話し合い、周辺地域をも含めた教育環境の整備を念頭に

おいて小 ・中学校 7 教室、高校 3教室、図書室 ・科学実験室( l 期)

及び職員と生徒用宿舎 ・食堂椋 ( 2 期) を有する総合キャンパス建

設計画を策定する乙とにしました。

写真 4 草原の授業風景
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敷地面積: 約3，850m'

延面柏: 1期 770m' .  2期750m' ( 予定)

工事費: 1期約800万円 ・2期約750万円( 予定)

工 期: 1期 2001年10月一2002年12月( 予定)

2J 羽 2003年 4 月- 2004年 4 月( 予定)

その後、私たちは教育環境の詳細な実態調査の必要性を感じ、フ

ィリム滞在中偶然出合った日本語堪能な奥地出身の青年ロ ッテ ・ラ

マ氏に周辺各村の調査を依頼するとともに、第14次|滋に よる奥地の

教育実態調査を実施しました。そのデータをまとめたものが表ー 1

です。フィリムを含めた周辺 9行政単位毎の小学校数、教師数、生

徒数を示しています。その後、私たちは彼を通訳の一人として協力

を依頼する乙とにしました。

・ものづく りの原点、を体験

この学校建設活動は敷地の選定から資材調達等に至るまで、どれ

をとっても私たち設計者には初めてのことばかりですが、未知の世

界でひとつひとつ手探りしながらのもの作りは、新鮮な「創造の実

感J をもたらしてくれます。この過程で私たちは、この村の伝統的

な石柏家屋が現地の気候風土にうまく適応していることを理解し、

乙の活動には現地現物による単純明快な建築生産のシステム、 ftll ち

ものづくりの原点がある乙とを知りました。また、設計や施工とい

った範耐にとら われない、只々地面の上に建物を建てるという プリ

ミティブであ りながら包括的な喜びがあること も知りました。私た

ちは現在第 8次隊が実測した 2期工事の敷地図をもとに、職員と生

徒用の宿舎計画を推進中です。

民間非営利団体 f A A F  J を設立

建設資金の募金活動をはじめ、ネパール当局や在ネパール日本大

使館との交渉にあたり、ボランティア活動としての母体の必要性が

生じたため、私たちはアジアン ・アーキテクチュア ・フレンドシッ

プ( A sian Architec加re Friendshi p) 、111告称A A F という組織を設立し

ました。この A A F はアジア地域における学校建設を通じて、アジ

ア地域の教育環境の整備と充実のための支援 ・協力を行うことを目

的として設立 された民間非営利団体です。私たち A A F は、フィリ

ム村でのボランティア活動を成功させて、次なるアジア地域の支援

活動へと綱ｾ続 ・ 発展させて行きたいと考えています 。

地鎮祭は日本式と類似

2001年10月19日現地にて地鎮祭が執り行われました。地鎖祭は A

A F から 3名が出席し、現地の占い師の先導のもと、大勢の村人た

ちが見守る中で厳かに行われました。その式次第は日本でいう「清

払の儀j と「鎮物埋納J に相当する儀式と類似しています。まず最

初にAAFメンノ f ーが清めの水で手を清め着座後、台座からロキ シー

( 酒) を口に運ぶ。式場中央で、女性占師と村人が銅製の杯大の器 6

個に金銀の古貨、穀物、酒、水銀等を注ぎ込み基礎堀方の一隅に最

初の器を鎮める 。AAF代表と村長が平たい石で藍をして小石を 2つ

並べた後、周囲の村人が穀物、酒、花を蓋の上に注ぎ込む。ごの所

作を 4 1判と中央 2 ヶ所で、行い地鎮の儀式が終了します。
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古来、大地は神々が宿る場所として崇められ畏怖すべき対象と考

えられてきました。そこに子を加えることは恐れ多いことであり、

建設に際しては神の許しを詰い安全成就を願う儀式が執り行われて

きました。ネパールで、もこうした基本思想に変わりなく、原始的土

地信仰に根ざした習俗が連綿と受け継がれています。自然界と人間

の聞の営みは人知を越えた崇敬と加謹の念で結ばれているようです。

ネパール人の現場監督を雇用

こうして学校建設工事はいよいよ本格的にスタートしました。私

たちは工事監理ができる有能なネパール人エンジニア・ロハニ氏と

契約を結び、構造、工法、材料調達、労働賃金や支払方法等につい

てアド、パイスを受けて設計図をまとめ上げました。また、 A A F に

とっては遠隔地の現場監理についてはおのずと限界があり、新たに

ネパール人現場監督 2名を雇用し現地に常駐させて出面管理、出納

管理、現場管理を任せることにしました。近隣の村からも大勢の村

人が集結し、現地はだいぶ工事現場らしくなってきました。

教室の石壁が建ちあがる

教室外壁の石積作業にはゴルカから呼び寄せた専門の石積職人が

あたり、廟平な石がほぼ窓の高さにまで積み上げられました。外壁

のj手みはおよそ 60センチあり日本では考えられない賛沢な仕様で

す。現場の一隅では大工が窓枠や扉を次々と製作しています。これ

らの木材は、村から更に千メートル以上登った山の中腹から 一本一

本切り出され、綱を結びつけて村人 4 - 5 人掛かりで運びおろされ

てきます。ここでは必要なものはすべて自分達の手で採し、作り出

すしかありません。例えば、村人は200メートル下の河原から石を

運び上げるとき、まず、竹薮に行って竹を切り，' : 1 : ' ，し竹を編んで背負子

を作ることから始めます。また、ゴルカで購入した発電機はゴルカ

から山道を 4 日かかつて人力で村まで運び上げられました。

人心掌握に悩みあり

ただ、すべてがうまくいっているわけで、はありません。当初現場

監督として雇用した若いネパール人は、 A A F への月 l 回の定期報

告や労働者への賃金支払いの管理を怠り、結局いつのまにか雲隠れ

してしまいました。労働者からは賃金をもらってないとの不満や賃

上げの声があがり、 一時現場がストップする騒ぎにまで発展しまし

た。こうした不払いに対する真実味や度重なる賃上げ要求などの村

人の言動をみるにつけ、誰のための学校建設なのかと言いたくなる

ことも l 回や 2回ではありません。 しかし翻って考えてみますと、

私たちがよかれと思ってやってきた労働に対する現金収入の道を聞

いたことが、逆にこれまでの自給自足の世界に次第に歪みをもたら

してしまったのかも知れません。人心掌握の難しさと土地に溶け込

むことの困難さをあらためて思い知らされる気がします。

ネパールの自立に期待

文化性、国民性の遣いと言ってしまえばそれまでですが、観光以

外にこれとい った資源のない国にあって、ネパールは 世界各国から

写真 6 地鎮祭の風景

の無償援助を数多く受けています。中にはこれらの援助を当然視す

る人も少なくなく、そのために労働意欲をなくしているようにみえ

る人もいます。このような援助慣れしたネパール人の体質と援助す

る側の無配慮、乙そが実は問題なのです。世界の最貧困といわれる現

状を打破し、ネパールの自立を獲得していくためにも、子供達が教

育を受ける意義は計り知れないものがあります。そのために、私た

ちA A F の学校建設が少しでも役に立つ乙とを心から期待すると共

に、より 一層の支援をしていきたいと考えています。

ボランティアは無数の人々に支えうれている

A A F の活動は2002年 5 月に第14次隊を派遣するまでになり、こ

れまで 5年間あたためてきた構想が今具体的な活動として動き始

め、本年末の竣工を目指して鋭意建設作業が推進されています。建

築言十画をはじめとして建設資金や資材の調達、労働力や教材 ・学用

品の確保、教師の派遣、授業の進め方、学校の運営方法といったソ

フトウェアまで解決すべき問題がまだまだ山積しています。

幸い、私たちの活動主旨に賛同していただいた多数の方々から寄

付の申し出を頂き、更に日本大使館からは草の根無償基金としての

補助金を受領し、建設資金はようやくその目処が立ち始めています。

また、生徒周の机と椅子数百台の現物供与の申し出もあり、日本か

らフィリムまでのコンテナ愉送の検討も開始しています。また、私

たちはこれまでネパールを訪問するたびに日本から古着を持ち込

み、フィリム村に集結しては村人に渡してきました。

私たちはこれまでの活動を通じて、ボランティア活動はこれを推

進して行く 一握りの強い意志と、見知らぬ人々をも含めた数多くの

励ましと援助とに支えられていることをあらためて実感しています。

私たちは、今回の総合キャンパス建設計画がフィリム村とその周

辺地域の教育 ・生活環境の活性化に少しでも役に立てればこれ以上

の喜びはないと考えています。 ( やまうちかずあき)

AAFの募金活動にご協力ください

A A Fではネパール学校建設支援のために募金活動を実施して

います。皆様のご賛同、ご、協力をよろしくお願い致します。

ご寄付は郵便振替にて下記口座にお振り込みください。

・ 口座番号: 00910 - 0  - 64819 

・ 加入者名: A A F基金

• URL :  http:/ /aaf.cool. ne.jp/  
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各論 4

アフリカで、の難民用シェルターの開発

坂 茂

坂茂建築設計

ボランティアー建築家の人道的活動( 社会貢献)

一一今回、「建築とボランティアJ をテーマとする特集を企画いた

しまして、我が国の建築家の海外の途上国への建設に関わるボラン

ティア支援活動を紹介し、それをとおして建築家の職能と社会的意

義を考えていきたいと思っています。坂茂さんは、日本国内でのボ

ランティア活動として、阪神大震災の後、神戸の鷹取で仮設の「紙

の教会J ( 鷹取コミュニティセンター) や 「紙の住宅」をつくられ、

建築界だけでなく、さまざまな分野から高い評価を受けておられま

す。そうした坂さんに、建築家としてのボランティア活動への関わ

りについてお話をお聞きしたいと思います。まず最初に、乙れまで

やってこられたボランティア活動はどのようなものでしょうか。

坂 ボランティア活動という言葉自体があいまいで、何をもって

ボランティアというのか、その定義は人によって捉え方が異なるか

もしれません。NGO団体で働く人たちの大半が給料を貰って業務

として働く職員ですし、活動を支える運営費は寄付や各種の助成金

収入のほか本や写真や絵ハガキなどの販売などを手掛けているとこ

ろも多いようです。もちろん一般のボランティアの方々の多くは無

報酬で手弁当で活動しているのも事実です。株式会社と NGOの遣

いを一口でいいますと、株式会社は利潤を株主に還元し、 NGOは

利潤を次の活動に投資する( 社会的還元をする ) というだけだと思

います。

私のやっているルワンダ難民へのシェルター開発なども、国連の

UNHCR ( 国連難民高等弁務官事務所) のコンサルタントとしての

フィーを、そう多くはないですが得ています。そうしたことを前提

にしたうえで、「ボランティア一一建築家がやっている人道的活動

( 社会貢献)J という意味で、私のやっていますボランティア活動に

ついてお話しますと、災害復興支援活動、国連などのコンサルタン

卜的活動、建築家やエンジニアの被災地への派遣活動の 3つの柱が

あります。

ひとつ目の災害復興支援活動については、阪神大震災の後、神戸

の鷹取でコミュニティセンターとしての「紙の教会J づくりとベト

ナム系難民の人達を対象にした「紙の住宅J づくりがあります。そ

のほか1999年のトルコの大地震や昨年のインドでの大地震でも、そ

れぞれの被災地の気候風土にあわせた仮設住宅をつくりました。 2

つ目は、日明CR ( 国連高等弁務官事務所) のコンサルタントとし

て、ルワンダを中心とした難民救援用シェルターの開発を行L 、まし

た。 3 つ目の災害派遣は、イギ リスのRed- R  (Regi stered Engi neer 

for Di saster ｒ･ｬｩ･ｦ Ｉ と ｰ う団体のメン ｊ ｾ ーとし て建築家や、被 災 地

32 極集と社会 ・初日2.9

の復興に役立つさまざまな分野の、例えば水道、電気、道路などの

専門家のエンジニアを派遣するシステムです。アジアでの災害に対

処するため、アジアでの拠点づくりも考えています。

きっかけはルワンダの難民シェルター

一一坂さんがそうしたボランティア活動をされている理由を教えて

下さ p 。

坂 ボランティア活動をするようになったきっかけは、 1994年の

ルワンダの内戦によって多くの難民が住むところもなく、寒さに震

えている姿を写真で見まして、彼らに対して何か出来ることはない

かと思ったことからです。

以前から建築家は、医師とか弁護士などの職業の人達に比べ、あ

まりに社会的活動への参加が少なすぎると感じていました。元々 、

建築家という職業自体が特権階級のために働くことで、成り立ってい

るということが根底にあります。中世は王侯、貴族階級のため、近

代は国や企業、そして宗教団体のために、現代で、例えローコスト

住宅といえども、いま中産階級で家を建てれる人は特権階級なんで

す。そうした人々に奉仕するだけが、建築家の仕事であってはいけ

ないと思っています。そうしたところから、もっと建築家が社会的

認知されるために社会的活動に目を向けるべきだと考えていました

が、自分自身でどうしたことをやれるかを模索していました。
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各論 4 アフリ カ での難民用 シェ ルタ ーの開発

たまたま 、新聞記事で難民の写真を見まして、以前から開発して

きました「紙管J を使った「紙の建築J ならば、ロー コストで仮設

性に優れ、世界中どこでも材料を入手できるという点で「仮設シェ

ルタ -J に向いていると思い、ジュネーブのUNHCRに提案したと

ころ、 向こうもそうした材料を探しており 、合致したわけです。

一一UNHCRがその時必要としていた材料として「紙管」が選ばれ

たのは、 何故ですか。

坂 UNHCRも捻出できる予算が少ないので、それまでルワンダ

の難民に対して、 4 mX 6 mのプラスチックシートを提供していま

した。難民は自分達で、自然の木を切ってフレームをつくり、その上

にシートをかぶせてシェルターにしていました。 しかし、ルワンダ

だけでも 200万人の難民がおり、多くの人々が大量の森林伐採を行

うと、環境問題に波及します。そごでUNHCRはアルミパイプを支

給しましたら、アルミは高価なので、難民連はそれを売ってしまい、

また木を伐採するようになり代替材料に苦慮していたところだった

のです。紙管なら非常に安価で、入手で、き難民も売ったり出来ないの

で、適当で、あるいう理由で、開発にあたるコンサルタン卜として採

用されました。

一一実際に紙管が難民のシェルターとして使われたのはいつごろか

らですか。

坂 開発というのはそう 簡単なことでなく、実際に使用 に耐 えれ

るかどうかさまざまな角度から基準をクリアしなくてはならないん

ですね。耐久性、防水性、コスト、いかに簡単に作業で、きるか、ま

た、アフリカ独自の白蟻の問題など多々あります。もう 一つ大きな

問題は供給で、紙管を製造できる工場は、ルワンダやその周辺の

国々の大きな都市にあって輸送も容易で、したが、現地で生産すれば

紙管を使ったフレームづくり (従供 坂淡建築設計)

はるかに安い コストで、出来ますので、現地生産の可能性をフランス

のボルドーにある「国境なき医師団」のロジスティックセンターで、

小さな機械に指導員をつけて素人でもたやすくつく れるかをテスト

しました。その上で実際にルワンダの難民キャンプでモニタリング

を行い、リーダー達に組み立て方を教えて彼らにつく れるのかテス

トをして可能性の是非を確かめました。

ただ、実際に現地で組み立て、 モニ タリングしますと当初予想し

なかった問題も生じました。それは、 コスト 的にぎりぎりに抑える

ために、紙管の径や厚みを使用可能な程度に抑えていたわけですが、

現地の人達は我々と違って紙管の強度に対する認識が異なり、大人

がぶら下がって紙管が折れるというようなこともあり、我々をあわ

てさせました。

「紙の教会J r紙の住宅J

一ーイ氏管という再生可能な材料が環境破壊に役立ったわけですね。

そうしたものをUNHCRに提案した直後に、阪神大震災が起とり、

神戸の被災地に行かれ、鷹取で「紙の教会」や「紙の住宅J をつく

られたのですね。

坂 新聞報道などで、鷹取教会に難民の人達が被災者としている

ことを知り、教会に行きました。私自身はク リスチャンではないの

ですが、朝のミサに出席 しますと、 皆が焚き火を囲み心を一つに し

て祈っている姿を目にして非常に感動し ました。そごで神父さんに

教会を建て直したらどうですかと提案しましたら、そんなものはい

らないといわれま した。なぜなら 、建物が無くなってはじめてここ

はほんとうの教会になった。教会というのは建物のことではなく人

の心が一つにな る場で、 礼拝堂が無くて も焚き火を囲んで行う礼拝

紙管とシー トでつくられた難民のシェル合 一 (提供 坂茂建築設計)
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でより人々の心が結びつくのであれば、そうしたものはいらないと

いわれまして、なるほどと思いました。それから何度か礼拝に通っ

ていまして、有l' 父さんと親しくなってから、君が自分で資金集めと

人集めをして建ててくれるなら、近隣の人達が集まれるコミュニテ

ィセンターがほしいといわれました。そこで設計をやりながら、ラ

ジオのニュースで、寄付を募ったり、各地の大学で講演をして募金活

動を行い、紙管や波板のメーカーに資材の提供やコストダウンを頼

んだりしました。

仮設住宅の建設は、本来、行政がやるべきものだと考えていまし

たが、難民の人達の公園でのテント生活があまりに悲惨なことと、

インフラが元に戻ると周囲の住民がスラム化を理由に追い出しにか

かったので、衛生的で見た目がよければ追い出されないと思って

「紙の住宅j をつくりました。 もし、彼らがJ鳥取を追い出され、郊

外に住むようになりますと、彼らがIl ft - 、働ける長田区のケミカル

シューズ工場に通えなくなり 、生活の粗が得れなくなるわけです。

つくった 1il f-F目の住宅を神父さんが見られて、非常に気にいってい

ただき、教会に寄せられたベトナムの人たちへの寄金を出して下さ

いました。

一一ー作業は、学生がボランティアで、行ったということですが、関西

の学生だけでなく、全国から集まったと聞いていますが。

坂 手伝ってくれた学生は、むしろ関西は少数で、ほとんどが関

東を中心として全国から来てくれた人達でした。関西の学生は震災

を実|擦に体験しており、あまり関心を示さなかったようです。大学

では授業をさぼっているような学生でも、被災地のクーラーも備わ

っていない環境の中で皆、生き生きと作業に励んでいました。それ

は、自分達が出来る範囲で社会のために何かをやる喜びをそうした

「紙の教会j 夜景 ( 撮影新建築社)
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活動の中で学んだのでしょう 。将来、学生達が建築家になるための

教育の一環として、自分達の力を如何に広く引き出し、利用できる

かを確認したのではないかと思います。

一一ボランティアが必要とされる場は、機能性とか経済性だけで、

デザイン性は二の次に考えられがちですが、坂さんの作品にはデサ。

イン性があるように思います。こうしたボランティアの場でのデザ

インの意義について教えて下さい。

坂僕自身は報酬を得てつ くっている建築でも、被災地でつく っ

ている建築でも、設計を行う姿勢は全然変わりません。人が使うご

とを前提にした機能性や場所性を考え、構造をいかに合理的にする

かを検討し、空間を考えていきますと自然にデザインされるわけで、

不必要な装飾的なデザインをするということは、いつも考えていま

せん。

l慌取のコミュニティセンターをつくるときも、神父さんから教会

としてのシンボルやアイコンなどの装飾を一切いれないで、ほしいと

いわれました。ただ、僕がそれまで見てきた世界中の教会建築を凝

縮した形で表現したいと思い、好きなローマのベルニーニの教会の

楕円形をモチーフに空間のヒエラルキーを求めました。僕の場合、

デザインというより、空間をどのように構成するかという意図の方

が多いですね。

建築家としてボランティア活動を継続する理由

一一ボランティアというのは非常にエネルギーを必要とする事だと

思いますが、 一人の建築家としてボランティア活動を紺: 続する理由

を教えてドさい。

坂 災害があると誰でも何か役に立ちたいという気持が湧いてき

「紙の教会j ミサ風景 (撮 影 新 建 築 社)
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ます。寄付しようとする人もいれば、労力を提供したいという人も

います。たまたま、自分が建築家なので、自分で、やれることをしよう

と思っただけです。それと自分で開発している「紙の建築」がそう

したものに使え、同時にエンジニアとしての興味をそ乙に追求でき

ると思ったことです。自分の想いと興味が複雑にからみあいながら

やっているのですが、それを持続させていくのは非常に大変なこと

です。自分達がやりはじめたことによって、さまざまな人が参加す

るなど、少し先に活動をはじめた者としてこうした人の力を集めて、

活動をより効率的に大きくしていこうという責任を感じています。

ーーイ国人として活動されると同時にNGOなどの組織的な活動も行

っておら れると聞きますが、組織活動はどのように行われています

か。

坂 公的な助成金を得るために、 NGOとしての団体名称や定款

をつくらないといけないわけです。VAN (Voluntary Architects'  

etwork) とp う団体をつくって活動しています。いままでは事務

所のスタッフが手伝ってやっていましたが、なかなか事務所の仕事

との両立は難しいと思っていました時、慶応大学のSFC ( 湘南藤沢

キャンパス) から先生の話が来まして、も ともと教育活動に興味が

ありましたし、こうしたボランティア活動は、大学の研究室で学生

と一緒にやることが望ましいと思っていましたので、受諾しました。

大学では建築を教えるほか、仮設建築やNGO活動についての講義、

ワークショッフ。を行っています。

今後のボランティア活動の展開

一一今後のボラン ティア活動の展開についてはどうでしょう 。

坂 いま幸いに大きな災害が起こっていま せんので、こうした平

穏な時にVANの組織をしっかりつくっていこうと考えています。

SFCにとどまらず大学問のネットワークを梢築したいと、横浜国大

の北山恒先生などと話し合っています。目標としては今年度中にネ

ットワークを組織し、コンフ ァラン スを開催したいと考えています。

大きな災害が起こってからボランティアが集まるのではなく、普段

からそうした活動に関心のある人々の輸をつくりあげたいと思って

います。そのために学生だけでなく、各大学の先生方にも数多く参

加していただき、卒業などによ ってどんどん入れ替わる学生のパワ

ーを活用するため先生方や研究室という コアの枠組みをつく ってい

きたいと願っています。

また、 Red- Rを我が国で、どの ように構築していくかですが、こ

れにも各大学の先生方に登録いただき活動に参加してほしいと思っ

ています。実際にRed - Rから災害派遣のH千びかけがあった時には、

専門家としての参加なので、 学生は連れていけませんが、先生方が

そうした活動に参加されることによって、学生も NGOの活動内容

が分かりますし、自主的なボランティア活動の参考になると思いま

す。

一一本 日は御多忙の中、 貴重なお話をいただきましでありがとうご

ざいます。 (lJfIき手 ・服部光宏大成ill 設設計本部)
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各論 5

ネパール子ども病院

鈴 木 俊 介

特定非営利活動法人 A MDA 海 外 事 業 本 部 長

はじめに

特定非営利活動法人A! ¥t I I ) Aは、多様性の共存をテーマに、平和へ

のパートナーシップを国際的ネットワークとして築きつつ、貧困に

苦しみ疎外された人々の生活向上に寄与するため、医療保健活動を

中心とした開発協力・人道支援を行っている 。こうした活動のパー

トナーである海外支部を30ヶ国に持ち 、現在15の固と地域で事業を

展開している 。中でもネパール支部は、 10万人のブータン難民の医

療保健に関わる支援、性感染症 ・エイズ予防、医療保健従事者の育

成、保lill 術生教育などの活動に加え、日本側と共同で 2つの中規模

病院を運営している 。その一つ、 『ネパール子と、も病院j は、首都

カトマンズから南西の方向ヘ約250キロ、お釈迦様生誕の地である

ルンビニから 30キロ離れたブ、トワール市に位置する 。1998年11月に

開院して以来、 4年近い月日が経過した。その閥、 10万人の外来患

者が訪れ、また 3千人の赤ちゃんが産声を上げた。

ネパールの医療環境

ヒマラヤ山脈で、有名なネパールは、その名のとおり氷河に額われ

た8，00伽n級の山々を擁している傍ら、その麓には2，00αη 前後の丘陵

地帯と盆地、さらに密林に覆われた費ル帯平野もある 。そうした 3つ

の地理的特色のある地域が、それぞれ東西に帯状に延び、その一番

南側、インドとの国境沿いに位置するタライと呼ばれる平野部は、

全国土面相の 5 - 6 分の l 近くを占めている 。夏には40度を越える

ことも珍しくなく、また真冬でも日中の気温は15- 20度前後である 。

農村では、漉概設備がある場合など、稲の二期作に加えて裏作など

も行なわれているが、つい最近まで、人々の生活は伝統的な慣習と、

自然の変化と関わりの強いゆっくりとした営みの中にあった。「ネ

ｽｾールが秒こ立を保つことができたのは、グルカ兵に代表される勇猛

なネパール兵士と、タライに広がる密林の猛獣とマラリアのおかげ

である J といわれるほど、自然の城壁は厚かった。もちろん、今世

紀後半、その密林の多くは開発の名の下に伐採され、タライを東の

カッカルビッタから西のマへンドラナガールへ走る幹線道路が建設

されたことにより、東西の交通が容易になっただけでなく、そこか

ら南へ幾本も延びる道路は、良くも悪しくも、インドとの密接かっ

複雑な関係を促進した。インド、系資本やネパールの富裕層にその利

括が偏在しているようではあるものの、タライ地域における経済が

旬没的に発展し、盟かになりつつあるという評価は、当たらずとも

速からずと言える 。

しかしながら 、首都カトマンズや地方の都市を除くと、状況は必

ずしも楽観的ではな p 。ネパールにおける人口10万人あたりの医師

の数は25対 l であると 1i"i1 く。最初の25がカトマンズにおける数字、

そして l がカトマンズを除く地方の平均値である 。この圧倒的な不

均衡は取りも直さず、健康保険制度がなく、かつ一般的に貧しいネ

ノTールの地方において、医療ビジネスが成り立たないことを示して

いる 。6j!jIJを超える医者がカトマンズを離れることができないのは、

医師の絶対数が不足していることに加え、まさにこの都市と 地方の

不均衡な実態が根本的な原因となっている 。

A MDAがネパールにおいて積極的な活動を展開する理由の l つ

に、手助児の死亡率、そして妊娠に起因する女性の死亡率の高さが

挙げられる 。手凶j 児の死亡率は日本の30倍とも言われているが、そ

ネパール ・プトウール市の位置図
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各論 5 ネパール子ども病院

の原因のトップを占めるのは下痢や肺炎などで、これは基本的な保

健知識や医療サービスへのアクセスの欠如( 困難さ) が原因である

と考えられる 。また、新生児の中には、妊婦検診が当たり前の日本

では考えられないような障害を持って生まれてくる子供がいる 。仮

に治療可能で、あっても、医療費が払えず、死に至るケースが多い。そ

して毎年、 主に不衛生な分娩環境や野蛮な人工中絶が原因で、 2時

間に l 人の割合で、出産を終えた女性が死亡している 。前述した地域

格差も 一因となっているが、溜息がでるような状況である 。

子ども病院 Siddhartha Chi ldren and Women Hospi tal  

子ども病院( 正式には「子どもと女性の病院 = Siddhart ha

C凶 drenand Women Hospi 凶 J) は、こうした医療 ・保健事情を少し

でも改善したいという願いを基礎にコンセプトが形成された。お釈

迦様は幼児期の名前をSiddh紅白a ( シッダールタ) と言い、母親で

あるMaya Devi  ( マヤデヴィー) は、シッダールタを出産後、感染

症( 不衛生な出産環境) が原因で数日後に息を引取ったことが伝え

られている 。病院の名前にシッダールタがつけられたのは、こうし

た母親を不幸から救い、そして子供が健全に育って欲しいという願

いを反映している 。

首都カトマンズを除くと、ネパールには乳幼児・ 小児の疾患を専

門に扱う 子供病院はな p 。また、小児科と産婦人科を併設する乙と

により、 一貫した治療機会の提供を目指している 。そしてもう 一つ、

この病院の設置には重要なメッセージが託されている 。それは、

「カース 卜制度に代表さ れるような社会的身分や経済的格差にとら

われることなく、質の高い医療サービスを、できるだけ多くの人々

に対して平等に提供し続ける」乙とである 。この施設は、阪神淡路

大震災の被災者を含め、毎日新聞が連載したキャンぺーン記事「明

日を生きたいー ヒマラヤの麓から J に賛同された一万人に及ぶ市民

の方々から授かった浄財ーをもとに、「命を守る」ことをテーマに建

てられた病院でもある 。このテーマなくしてこの病院の存在はあり

えないし、日本から支援を続ける意味を見出すこともできない。

現在、子ども病院には一 日あたり 150名ー250名の外来患者数が訪

れる 。2，000km" この数字は、子ど も病院を訪れる l 人 l 人の外来

患者が費やす 1 日あたりの通院距離の合計である 。 l 人平均10km

と計算できる 。もちろん、近所から 比較的容易に診察を受けること

のできる忠諸訓もいる 。が、反対に、パj レノ匂郎、グルミ郡、ゴルカ1m、

あるいはダンガディ郡など、 山岳地帯から数日をかけて辿 り着く患

者もいる 。ネパールの農村や山岡村に住む人にと って、電車や有蔀策

パスは夢物語である 。まず、 l当分の村から徒歩でブ トワールへとつ

ながるハイウェイ( 国道) へ出る 。そこから乗合いジープや高速パ

スに揺られブトワールへと進む。ようやく遠方からブトワールの市

街地へ辿り着いた忠者は、そのターミナルから子ども病院までの最

後の1. 5kmを、かろうじてスラム化から逃れることのできた新興の

住宅街を抜けて子ども病院へ到達する 。歩ける距離ではあるが、疲

れ果てた多くの患者は力車を使う 。料金は日本円にして20- 30円程

度であるが、ネパールの庶民にとって決して安くない。お茶屋で20

円支払うとミルク入りの紅茶が 2杯飲める 。

さて、住宅街を抜けると、終着点付近にはいくつもの商庖が並ぶ。

最近は簡易旅館もできた。すべて子ども病院の患者やその家族を当

てにした商売である 。さらに進むと、おとぎ話の中に出てくるかの

ような、背後に小高い丘を控えた雑木林がある 。最近舗装された、

街中から続く道路は、いよいよ子ども病院の正面ゲートを抜け、表

玄関へと続く 。子ども病院はその雑木林の中に立てられたお城のよ

うにも見え、初めて訪れる人の中には、その林の 一 角を切り開ｾ )て

建設された子ども病院のたたずまいに少なからぬ感動を覚える人も

少なくない。 しかし、それが雑木林に起因するものでないことは確

かである 。その均律とした子ども病院の美しいフォルムが人々の心

を惹きつけている 。

A MD Aと安藤忠雄氏との接点

とても恐縮な話であるが、実はこの病院は、建築家の安藤忠雄氏

に無償で設計をして頂いた。「まさか! J と思われる人もいるに速

いない。もちろん、世界的に著名な安藤氏が設計を手掛ける通常の

建造物と比較すると、予算も建築規模 も比較にならない。安藤氏は

こう述べている 。「建物自体はごく単純な短形によるものである 。

ただ、素材、工法の選択についてはコスト面、技術面の問題から現

地で可能な手法を取 らざるを得なかった。だが、それゆえに子ども

病院は乙れまで、私がかかわってきた仕事とはやや異なる表情の建築

に仕上がっている 。外壁には現地で、生産さ れている赤煉瓦を用いた。

内部はモルタル塗りの上、白ぺン キ塗り、 明るく清潔なイメー ジの

演出Iを意図しての仕上げである 。南面には列柱のコロネードを配し

ている 。その奥に窓を設けることでインドと同様の強烈な太陽光か

ら環境を確保で、きるよう考えた。診療室、病棟、ロビーなどの子ど

ものための部屋は、すべてこのコロネードに面して連続するよう考

えている 。現地の風土にふさわしい開放性と明るさの実現が一つの

主題だった。コンクリートの架構を立ち上げ、煉瓦を積み、仕上げ

を施してL ミく 。その建設過程のすべてが、ここでは人間の力によっ

た。」
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建築家である安藤忠雄氏と民間人道支援団体A MDAを結ぶ接点が

2つある 。阪神淡路大震災と命の普遍性である 。1995年 1 月17日に

起きた大地震は、高度経済成長の中で形成された都市構造を破壊し、

日本人が抱いていた近代建築に対する 「安全神話」も崩壊した。安

藤氏は「阪神 ・淡路震災復興支援10年委員会」を務めていられるが、

災害発生直後から復興の過程で、日本人のみならず、日本に住む外

国人、そして殴米のような先進国だけでなく、多くの途上国からも

様々な支援が届けられたことを毎日新聞のキ ャンぺーンで詳しく知

ることとなった。安藤氏が子ども病院の設計をボランテ ィアとして

引き受けて頂いた背景には、こうした海外からの支援に対する 「お

返しJ という意味が強く含まれている 。

A MD Aの行動三原則

A MDAは、 「困った時はお互いさま j という 「相互扶助J の精神

を第一に掲げ、また人道援助に関わる行動の三原則に則 り活動をお

こな っている 。その三原則とは、①誰でも他人の役に立ちたいと思

う気持ちがある 。②そうした気持ちに、間菜、宗教、文化などに よ

る壁はない。③援助を受ける側にもプライドがある 、である 。人道

支援活動は、何も富める者の専売特許ではない。ネパールやバング

ラデシュ のような貧しいと 言われる国の人々でも白分の国で災害が

起きた場合、あるいは日本において大震災が発生した時には、 「何

かしなければならない。J I何か自分たちにもできる乙とはないか。」

と思 っているのである 。どんなに貧困と H子ばれる国や地域に住む

人々が 「自分達も( 国際) 社会から必要とされているJ と思える乙

と… A MDAはそれを 「支援を受ける側のプライドj と考えており、

事業を運営していく中で決して忘れてはならないことと認識してい

る。

安藤氏のデザインは、子ども病院がこうしたA MDAの理念、また

設立にたずさわり 、現在も運営をサポート下さ っている人々の様々

な思いや期待をし っかりと受け止め、ネパーj レの社会に受け入れら

れる資質を与えてくれたと考えている 。経営而においても大きな付

加価値を頂戴した。慈善病院とは言え、患者から診療代を徴収する 。

しかし、本来徴収すべき料金の 213 から1 / 2 、特に診察料は、

市中の営利目的のクリニ ックと比t絞し十分の一程度に抑え、貧しい

人に対して敷居を低くしている 。従って経営は厳しい。特に開院後

一年間は、病院の機能が十分に発揮されず、収支の悪化が懸念され

た。 しかしながら 、診療サービスの内容が改善するにつれ、子ども

病院は徐々に人々を惹きつけた。建物が魅力的な 「顔」を持ってい

るからであろう 。
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ネパール子ども病院正面外観 (株式会社 新建築社写真部提供)

篠原記念小児病棟外観 (株式会社新建築社写兵部提供)

①正面玄関 ②医局 ③食堂 ④厨房 ⑤; 先潜室 ⑥ トイレ ⑦ロビー ③受付

⑨事務室 ⑩薬局 ⑪倉庫 @ 怠 湖丙室 ⑭ l、児集中治療室 ⑮新生児集中治療室

ネパール子ども病院・篠原記念小児病棟 1階平面図 (AルI DA提供)
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ネパール子 ども病院の治療風景 (A MDA提供)

乳幼児集中治療室 ・新生児ケア装置での治療 (A MDA提供)

ネパールの過疎地に定着した子ども病院

咋年、その「顔」に変化が生じた。当初子ども病院は、安藤氏の

設計図に描かれている半分の建物を完成させた段階で開院式を迎え

た。そして 3年目を迎えた2001年に、そのデザインを完成するため、

小児病棟部分の建設に着工した。もともと、その部分 ( 9 mX36m)  

は病棟ではなく、分娩室、検査室と外来診察室の一部であった。 し

かしながら、当初の予想を大幅に上回る入院患者に対応するため病

棟を建設しなければならなくなった。さらに、病院の評判が高まる

につれ、重症患者が転送されてくるケースが増えたため、集中治療

を行なう部屋も確保する必要があった。このため、病棟は15m!まど、

棋に伸び、 51mの病棟が新たに設計され、昨年暮れ建設工事が完了

した。A MDAにとってみれば嬉しい誤算であった。36 mが適切で、あ

ることは建物のバランス上、素人目に見ても明白であった。 しかし

それでは充分な収容能力を確保できないと考えた。葛藤である 。デ

ザイン変更を安藤事務所ヘ依頼した時、果たして快く了解していた

だけるであろうかという不安があった。

やがてその心配は不要で、あったことが分かる 。安藤氏はその現状

に即した提案を理解され、了承下さった。安藤氏は以前「完成した

病院では、現在 l 日200人を超える患者を診察している 。建物がこ

の場所に息づいていくことを強く願っている j と述べている 。

子ども病院は 4年目を迎え成長を続けている 。将来的には、ネパ

ール中西部地域において、小児科 ・小児外科と産婦人科の中級病院

(= Referral Center) になり、 地域の協力と信頼を得ながら、質の高

い医療 ・保健サービスを提供し続ける乙とを目標としている 。優秀

な人材を確保することも大きな課題の一つで、あるが、そうした乙と

を通じて、安全で、優しい分娩サービスの提供、母子保健システムの

導入、確かな診断技術の保持、高度な( 小児) 外科技術の移転、

( 入院) 患者の充分な収容体制の確立、看諮システムの改善、 一定

レベルの医療設備の充実、 収支内容の安定説鵬、事務方サイドから

のきめ細かなサポート体制の確立など、いくつもの分野で課題を克

服していきたい。課題の解決なくして今後のさらなる発展はない。

今まさに、様々な支援を受け 、建築家安藤忠雄氏のデザインによっ

て生を受けた子ども病院は、ネパールの過疎地で子どもと母の健康

を堅守するお城として地域に根付いている 。 (すずき しゅんすけ)

AMDAへのご支援をお願いします

A MDA の発展途上国への人道援助活動は、支援者の皆様のご寄

付によって支えられています。今後も緊急救援活動、保健医療活

動、生活向上支援活動を各活動国で充実、継続するため、ご支援

いただき ますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

お問合せ A MDA  

httpノ/www. 釘nda. or.  jp/  

e- mail :  member@a mda. or.  jp  Phone :  08らお4-7730
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建築物の緑化に関する条例の施行

一 兵 庫 県 -

高橋展也

兵庫県県民生活部環境局自然環境保全課緑化係長

380 
。 法令コーナ

存建築物と渡り廊下等で連結する場合も、新たな建築物は新築とし

て取り扱う 。

(3)既存の建築物を撤去し、改めて建築物を建設すること 。

「人の出入り及び利用可能な屋上」の範囲

確保すべき緑地面積の基準となる屋上は、建築物の屋根部分のう

ち、次の定義に該当するものを Lヴ 。具体的には、集合住宅のルー

フバルコニーやルーフテラス等の個人専用の場合も含み、屋上駐車

場は車の傾斜車路部分を除いた部分が対象となる 。

(1) 1人の出入り可能な屋上J とは、陸屋i恨構造で階段、傾斜通路、

エレベータ一、平面フロア等から人が出入りできる屋上をいう 。

( 梯子でしか昇り降りできない屋上は対象外となる)

(2)  ["利用可能な屋上」とは、パラペッ トの内側のうち、空気調節

機器など鐙紫物の管理に必要な施設部分を除いたものをいう 。

建築物の緑地

(1躍築物の緑地とは、樹木や生也被植物の生育基盤で一定の厚みを

もっ土嬢等の植栽基盤をいい、可動式の植栽ますを使用する場合は、

容量1∞υ以上のものを対象とする 。

(2;建築物の緑地は、「人の出入り及び利用可能な屋上」だけでな

く、人の出入りができない屋上や壁画、テラス、ベランダ等建築物

全体を活用して確保すればよい。

植栽の基準

(l )芝その他の1也被植物は、植栽基盤の表面を被うように布酎品する 。

(2)低木は、 I副支基盤 1 m' あたり l 本以上植栽し、組栽H寺の高さは

0. 3m以上を原則とする 。

(3)高木は、柚I栽基盤10m' あたり l 本以上植栽し、布跡E時の高さは

l ふn以上を原則とする 。

(4)ツル植物等により壁面緑化を行う場合は、 0.3m間隔の植栽を原

則とする 。

建築物の緑地面積

(1樹木による植栽の場合、植栽基線の面積または植栽時の樹木の

樹幹投影面積を緑地の而桜とする 。

(2附木以外による場合は、原則として植栽基盤の面積を緑地の而

積とする 。

(3lr壁面緑化の緑地面積は次により計算する 。

①補助資材を使用する場合、補助資材 で被われた壁面面積とする 。

②補助資材を使用しない場合は、植栽H寺にツル植物で被われた面積

( 長さ X I限) とする 。なお、ツル植物の長さが 1 m米満の場合は l

m として計算できる 。

Ｈ Ｔ 淀ｾ築物上に太陽電 池Ｈ太陽光発電パネルＩを設置した場合、その

面積の50%を緑地とみなすことができる 。

緑地や森林は、環境の保全や防災性の向上、長観の形成など多様

な機能を有し、健康で文化的な生活ーには欠く乙とのできないもので

ある 。

しかしながら、地球t晶暖化など地球的規棋の環境問題が深刻化す

るなか、都市部においてはヒートアイランド現象や大気環境の悪化

等が進むなど身近な環境問題が顕在化している 。その改善に向けて、

緑化可能地が限られた都市部における総合的な緑化の推進を図るこ

とが急務となっている 。

このため、兵庫県では、緑化可能地が限られた都市部において、

総合的な緑化を推進し、身近な環境問題の改善を図るため、建築物

を新たな緑化スペースとして捉え、本年 3月に「環境の保全と創造

に関する条例」を改正し、屋上や壁面等を活用した建築物の緑化に

倒する義務やその実効性を確保する計画の届出、勧告及び公表につ

いて制度化を図り、本年10月 1 日から施行することとした。

l 条例による制度の概要

建築物の緑化について、条例及び施行1服 リに規定した制度の概要

は次のとおりである 。

建築物の緑化義務

市街化区域内において建築面積 l 千111' 以上の建築物を新築し よう

とする者は、建築物の緑化基準に従い、当該建築物を緑化し なけれ

ばならない。

建築物の緑化基準

当該建築物の「人の出入り及び利用可能な屋上面積」の20%以上

の緑地を屋上や壁面等を活用して建築物上で確保し、樹木または芝

その他の地被植物で表面を被うように植栽を行う 。

緑化計画等の届出義務

ｾ染物の緑化義務を有する者は、当該建築物の緑化に関する計画

を作成し、建築物の位置図や緑化計画図等の書類を添付して、建築

確認申請の前に崩け出なければならない。

また、言|西の内容を変更するとき及び緑化が完了したときは、そ

れぞれ変更届、完了届を提出しなければならない。

勧告・公表

知事は、 ①緑化計画の届出義務者が届出を行わないとき、届出を

行うことを、 ②緑化言|函の内容が基準に著しく適合しないと認める

とき、必要な措置を講ずべきととを、それぞれ勧告することができ

る。また、勧告に従わない者があるとき、その旨を公表することが

法

令

コ

ー

ナ

ー

できる 。

園 等 の 榊IJ

国の機関または地方公共団体が行う建築物の新築については、緑

化計画 等の届 ， ｾｈ は要しないが、届出の例により通知しなければなら

条例による制度の運用は、次のとおり進めることとしている。

新築建築物の範囲

建築物を基礎から建築する次の場合を緑化義務等の対象とする 。

(1)更地に建築物を建設すること 。

(2l ? e! ! 築物のある敷地内に別糠の建築物を建設すること 。なお、既

l おわりに

兵庫県では、条例による制度化のほか、中小企業を対象とした低

利融資や既存建築物等での取り組みに対する補助制度も設けてお

り、建築物の緑化の促進による都市部の総合的な緑化を推進し、都

市環境問題の改善を一層進めてまいりたい。

ない。

l 制度の運用

のぶや)

※条例文、 j白け i品のJ様式については 『兵庫県環境局のホームページ j の 「政

策 ・計画方針等 j に縄戦しています。http:// w，帆v.pref. hyogo. jp

( たかはし

強援と社会 ・2002.940 
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地震やJ ! Elによる建築桝造物の応答を低減させる手法のーっとし

て、セミ ・アクティブ振動制御システムがある。ここでは、ごのシ

ステムに不可欠な、可変容fli の*iJ 振装置として期待されている MR

ダンパーについて述べる。

l セミ・アクティブ開制御

建築椛造物の振動制御手法を大別すると、以下のようになる 。

①パッ シブ( 受動的) 振動制御

②アクティブ( 能動的) 振動*リ御

③セミ・アクテ ィブ( 準能動的) 振動flj iJ 御l

ダンパー( エネルギー l吸収装置) を用いて建築椛造物の減衰の大

きさを増加させることで応答低減をはかるものが、パッシブ振動制

御である 。また、 Al¥l[ O ( アクティブ ・マスダンパー) に代表され

るように、建築構造物の応答を最小にするようにアクチュエータか

ら最適な外力を建築梢造物に加えることで、応、答を低減するものがア

クティブ振動flj iJ 御である。

セミ・アクティブ振動制御は、外乱に応じて付加する減哀の大き

さを逐次最適値に調整するもので、必然的に容量の可変なダンパー

が求められる。可変容量ダンパーとしては、これまでに可変オリフ

ィスのオイ ルダンパ一等が開発され、すでに実用に供されている o

h四ダンパーも、次節で述べるように緩めて簡単な柿造 ・原理で

その出力を調整できることから、実用的な可変容虫ダンパーのーっ

として研究・開発が活発化している。

I  MRダンパーの構造・閉里

図 1に示すようにMRダンパーは、 ①シリンダ②ピストン③1電屯磁

石④h在四R ( 磁気粘性) 流{ 体本で

外乱を受けたとき、ピストンが移動しシリンダの中でh四流体の流

れが生じる 。乙のときの流動抵抗がMRダンパーの発生する出力の

源である。

図 1

M Rダンパーの構造 コイル 電磁石

シリンダの中に密封されている ｍｒ 流体は、オイルの ｉ ｾｾ に強磁性微

粒子( 数ミクロン程度の微細な鉄粉) を分散させたものである 。こ

の流体に外部から磁場を加えると、流体内部で強磁性微粒子同士が

互いに結びつき、流体全体の粘性が増加 ｉＨｾ 粘 ｬ 変化Ｉする 。 磁場の強

さを調節することで、ごの粘性の増加を制御することができる 。こ

の変化は可逆的なもので、磁場の印加を解除すれは涜体内部の微粒

子の結びつきが解放され、流体の粘性も元の低粘度の状態にもどる。

MRダンパーで、は、 付ー属の電磁石により MR流体の流れに対して

加える磁場の強さを変更することができる。乙の電磁石を制御する

ことでシリンダ内部でのMR流体の流動低抗、すなわち MRダンパ

ーの出力の大きさを可変にすることができる 。

I  MRダンパーの力学特性

図2は、 MRダンパーの単体加力試験結果をまとめたものである 。

MR夕、ンパ一

五 十 幡 直 文 袖 山 博

三和テ ッキイ側試験研究部研究課課長

電磁石へ印加す 4 0 0  

る電流の大きさ
350  
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図から、出力の
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図 2
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a ) 解析モデル b) モデルの検証

図 3 M Rダンパーの解析モデル

図 3 Ｈ｡Ｉ は、建築 桝造物の応 答 ｉｾ ＨＧ 析に必要な ｨ 四ダン パーの 解

析モデルの一例である。粘性i成衰要素 ・滑り摩擦要素・ばね要素と

L、う単純な力学要索の組み合わせにより、試験結果を精度良く表現

できる乙とが図 3 ( b) からわかる。

I  MRダントに関する研究開発

MRダンパーは、すでに建築以外の分野で広く笑用化された装置

である 。MR流体メーカである LORDによれば、車のサス ペンショ

ン、 トラック用シートの釆り心地改善、洗濯機の振動防止、義足の

可変剛性システム等に秘極的に応用されている 1)。

一方、建築構造物に対する研究 ・開発も盛んで、 1:1本では平成10

年度から建築研究所が中心となり進めている、日米共同桝造実験研

究「高知能建築椛造システムの開発」の 1-1:
1
で、 h在Rダンパーに|刻す

るワーキンググ
j レー

プが設置さ れ、多く

の研究成果が学会等

で報告されてい る。

図4 は、この研究グ

ループカ ｜ｾＢＱｊ 包した大

型構造物模型を使用

した振動台実験の模

様である 2) 。 図 4 M Rダンパーによる振動制御実験

また、建築桝造物への世界で初めての適則が、平成13年7 月に竣

工した“ 日本科学未来館" において実現されている 3) 。
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八口ン消火設備の動向

325 設備の頁

ぷl

由上雅章

ヤマトブロテ ック側大阪本社営業 1課課長

(1) 設備の位置付け ハロン代替消火剤のうちハイドロフルオロ

カーボンは、ハロゲン化物に含まれるものでらあるごとから、ハイド

ロフルオロカーボンを用いる消火設備はハロゲン化物消火設備に該

当することとなるものであること 。

(2) 消火剤の種類 ハロゲン 化物消火設備に用いる消火剤は、以

前から用いられているハロン2402、ハロン 1211及びハロン 1301 (以

下 「ハロン消火剤」という) に加 え、次の 2種類のハイドロフルオ

ロカーボンとされた。

① トリプルオロメタン ( H F  C- 23)  

② へプタフルオロプロパン ( HF C - 2幻 e a)  

(3) 放出方式 H  F  C - 2 3及びH F  C- 2 2 7 e  a  (以下 f H F  C 消

火剤J という ) を用いるものは、消火の際発生するフ ッ化水素の

が多いことから、全域放出方式に限定された。なお、ハロン消火剤

を用いるものには、従来同様にすべての放出方式が認められている 。

(4) 消火対象物またはその部分に応じた放出方式、消火剤の種類

H F C消火剤を用いるも のにあっては、消火の際発生するフッ化水

素の量が多いことから、人命安全の観点により、常時人がいない部

分に設置することとしたものである 。

(5) 消火剤の貯蔵盆 H F C 消火剤の貯蔵盆は、放射した場合の防

護区画内の濃度が、設計消火剤濃度以上で、かつ許容濃度以下とな

る量とすることとされた。設計・消火剤泌度及び許容拙度は、現在ま

での設置実績を踏まえ、以下の表の値を用いているものであること 。

l 不活性ガス消火設備

(1) 設備の位置付け ハロン代替消火剤のうち 不活性ガス ( イナ

ートガス) を用いるガス系の消火設備は、二酸化炭素消火設備と統

合され、新たに「不活性ガス消火設備J に位置づけられた。

(2) 消火剤の種類不活性ガス消火設備に用いる消火剤は、以前

から用いられている二酸化炭素に加え、次の 3種類のイナートガス

とされた 。①窒素②窒素とアルゴンの容虫比50: 50の混 合 物 ( 1  

G- 55) ③窒菜・とアルゴンと 二酸化炭素との容量比が52: 40: 8 の

23合物 ( 1 G 一541)

(3) 放出方式 全域放出方式に限定された (二酸化炭素を用いる

ものにあっては、従来同様にすべての放出方式が認められている) 。

(4  ) 消火対象物またはその部分に応じた放出方式、消火剤の種類

イナートガス消火剤を用いるものにあっては、消火のために必要な

消火剤の濃度が高いことから 、人命安全の観点により、常時人がい

ない部分に設置することとしたものであり 、また二酸化炭素を用い

たものにあっても、過去の人身事故の発生に鍬み、同様としたもの

である 。

(5) 消火剤の貯蔵量 イナートガス消火剤の貯蔵量は、放射した

; 場合の|勿諮区画内の濃度が、消炎脱皮に適切な安全率を見込んだ泌

度( 以下「設言|消火剤濃度」と L、う) 以上で、かつ、生体に対する

影響の観点から許容できる泌皮( 以下「許容繊度j という) 以下と

なる量とすることとされた。設3.1消火薬剤泌度及び討容泌度は、現

在までの設置実績を踏まえ、以下の表の値を用いているものである

こと 。

き、かつ早期に消火が行えるようにしておくとと 。

(8)  1¥方諮区画の関口部 イナートガス消火剤を放出するものにあ

っては、その消火性能から、防護区画のすべての開口部には消火剤

放出前に閉鎖できる自動閉鎖装置を設けることとされた。

(9) 圧力上昇防止のための装置 イナートガス消火剤を放出する

全域放出方式の不活性ガス消火設備を設置した妨談区画には、消火

剤を放出した際の圧力上昇を防止するための措置を講じることとさ

れた。

(10) 排出のための措置 全域放出方式の不活性ガス消火設備につ

いては、燃焼ガスについても二酸化炭索消火設備 と同様に、消火剤

を安全な場所に排出するための措置を講ずることとされた。

(11) 制御盤全域放出方式の不活性ガス消火設備については、

該設備の起動、停止喝のi Il l J 御を行うi Il リ街l盤を設けることとさ れた。

(12) 機器の性能等 イナートガス消火剤を放出する不活性ガス消

火設備を i構成する各機器のうち、 l' l ' t 射ヘッドの放射圧力、貯蔵容協

の充填圧力、管 ・管継手の材料については必要な性能が消火剤の性

状に応じて規定されたほか、これ以外のものについては従来の二酸

化炭素消火設備と同様とされた。

l ハロゲン化物消火設備

平成13年 3 月30日消防予第102号消防法施行令の一部を改正する

政令等の施行による今回の改正では、オゾン層保護の観点からハロ

ン消火斉IJの代替として開発された消火剤を用いるガス系の消火設備

の基準化等を行った。

ハロン消火剤の代替として開発された消火剤( 以下 「ハ口ン代替

消火剤j という ) を用いるガス系の消火設備のうち、現在までに有

効性が確認され、 一定の設置実績を有 している ものについて基準化

したものである 。

設

備

の

頁

許容濃度

52.3 % 

4 3 % 

4 3 % 

設JI 消火剤濃度

40. 3% 

37. 9% 

37. 6% 

消火剤の組別

主差点

1  G  - 55 

1  G  - 541  

許容泌度

24% 

9 %  

(6) 放射方法 H F C 消火剤を放出するものにあっては、各防諮

区画について必要とされる消火剤の貯蔵量を10秒以内に放射するこ

とができるものとするとと 。なお、放射する消火剤の量は個々の| 坊

諮区画ごとに規定により定められた量である こと。

設計消火剤l泌}j ; '

16.1%  

7 %  

消火剤lの極別

H  F C- 2 3  

H  F  C  - 227 e  a  

(6) 放射方法 イナートガス消火剤を放出するものにあ っては、

圧縮性ガスの放出特性から、各防諮区画について必要とされる消火

剤の貯蔵盆の 9 / 1 0以上の量を l 分以内に放射することができるも

のであること 。なお、放射する消火剤の12は個々の防諮区画ごとに

規定により定められた量であること 。

(7) 起動方式 イナー卜ガス消火剤を放出するものにあ っては、

火災が小規模な段階で‘ 消火剤を放出することが必要であることか

ら、 自動起動とされた。この場合において 、消火性能から 、遅延時

間 ( 自動閉鎖装置等に よる防護区画形成に要する最低限の時聞を除

く) は設けずに直ちに容器弁 を開放することとされた。なお、定期

的な点検等で防護区画に作業員等が入る場合には、起動装置を手動

起動に切り替える 。乙の場合においては、作業員等が安全に避難で

題集と社会 ・2002.942 



- 水噴霧消火設備等の設

置が義務 付けられている

部 分 (屋内消火栓設備、

スプリンクラー設備が適

さなL、)

設

備

の

頁

*  1  r人がいる部分J とは I  *  3  次の両方に該当する場合

① 不特定の者が出入りするおそれのある ( ①水系のii 批 設備が適さない地合

部分 1 ・* 2に|司じ。

② 特定の者が常時介在する部分または据i l ②ハロン以外のガス系il'i: k技術が適さない

繁に出入りす る部分 ; 場合

*  2  水系の消火設備が適さない場合 l  - 消火剤が放出された厳令の被mが大きい

ii'i火剤が不適である- ' i U気火災 一 。 ， 汚側、制 1 ( 冷却l、高圧、 消火11キIIIJ によ

消火剤が放出されたJl ，l 合の被守が大きい ( る影響) 、汚染の拡大( 必要ガスi L t が多L、)

一広告l、汚染の鉱大一。 l -

・機 総等に早 期 復 旧 の必ｾ性がある Ｎ l  機器等に早期復旧の必要性があるー放出

・防護対象部分が小規憾であるため、 ii' i: k : j主の進入が困難ー。

設備の設置コストが一首しく大き くなる .

クリテイカルコ ースの判断フ ロー

知徹底を図ること 。

(1) クリテ イカルユースの設置対象の考え方

・ハロン消火剤を用いるハロゲン化物消火設備 機器は、他の消火

設備によることが適当でない場合にのみ設置することを原則とする 。

・設置される防火対象物全体で考えるのではな く、消火設備を設置

する部分ごとにその必要性を検討する 。

・人命安全の確保を第一に考え、人の存する部分か否かをまず区分

して、ハロン消火剤の必要性について判断する 。

(2) クリ テイカルユー スの当否の判断

・人が存する部分の場合

水系の消火設備が適さない場合に限り、ハロン消火剤を用いること

ができることとする 。

・人が存しない部分の場合

水系の消火設備及びハロ ン消火斉IJ 以外のガス系消火設備が適さない

場合に限り、ハロ ン消火剤を用いることができる とととする 。

・留意事項

① クリテ イカルユースの 当否の判断は、新たにハロン消火剤を

用いるハロゲン化物消火設備・機器を設; 宣する場合に行うものと

し、既設のハロゲン化物消火設備 ・機器は対象としない。この場合、

該消火設備 ・機器tへ充成するハロン消火斉IJはクリテイカルユース

として取り扱い、当該消火設備 ・機器が設置されている |狩火対象物

の部分において大規模な改修等が行われている機会に適宜見直しを

行うこと 。

② 消防法令に基づ く義務設置の消火設備・機郊のほか、消防法

令に基づく 他の消火設備の代替えとして設置されるもの、任意に設

置されるものも、これらの考え方にクリテイカルユースの当否の判

断を行い、該当しないものは抑制の対象とすること 。

③ クリテイカルユースの当否の判断について疑義が生じた場合

にあ っては、| 切火対象物の関係者がハロン消火設備の供給の申高li を

行う際に、ハロンパンク維進協議会のハロン管理委員会においても

個別にチェ ックを行うので、参考とされたい。

(7) 起動方式 H F C 消火剤を放出するものにあ っては 、火災が

小規模な段階で消火剤を放出することが必要であることから、自動

起動とされた。この場合において 、消火性能力、ら、遅延時間 ( 自動

閉鎖装置等による防護区画形成に要する最低限の時間を除く ) は設

けずに直ちに容器弁を開放することとされた。なお、 定期的な点検

等で|勿諮区画に作業員等が入る場合には、起動装置を手動起動に切

り脅 えること 。この場合においては、作業員等が安全に避難でき、

かつ、 早期に消火が行えるようにしておくこと 。

(8) 防護区画の開口部 HF C消火剤を放出するものにあ っては、

その消火性能から、防護区画のすべての関口部には消火剤放出前に

閉鎖できる自動閉鎖装置を設けることとされた。

(9)圧力上昇防止のための装置 HF C消火剤を放出する 全域放出

方式のハロゲン化物消火設備を設置した防護区画には、消火剤を放

出した際の圧力上昇を防止するための措置を講じることとされた。

00)  :J:J I出のための措置 全域放出方式のハロゲン化物消火設備に

ついては、従来、放出された消火剤を安全な場所に排出するための

措置を講ずることが規定されていたが、 今回の改正により 燃焼ガス

も同様の措置を講ずることとされた。

(11) 制御盤 全域放出方式のハロゲン化物消火設備には、当該設

備の起動、停止等の制御を行う制御盤を設けることとされた。

同 機器の性能等 HF C消火剤を放出するハロゲ ン化物消火設

備を構成する各機器のうち 、l噴射ヘッ ドの放射圧力、貯蔵容器の充

填比、 管 ・管継手の材料については必要な性能が消火剤の性状に応

じて規定されたほか、これ以外のものについては、従来の二酸化炭

素消火設備と同様とされた。

l クリティカルユースに限うれた八口ン消火剤の使用

ハロゲン化物消火設備 ・機器に使用される消火剤であるハロン

2402、ハロン 1211及びハロ ン1301 ( 以下 「ハロン消火剤」 という )

は、 「オゾン層の保護のためのウ ィーン条約」に基づき、その具体

的規制方法を定めた 「オゾン! 習を倣媛する物質に関するモ ン トリオ

ール議定書j において、オゾン j習を破壊する特定物質( 特定ハロン )

として指定され、生産量及び消費量の規制が平成 4年 (1992年) 1  

月 1 日より開始され、ク リテイカルユース (必要不可欠な分野にお

ける使用) を除き、平成 6年 (1994年) 1月 1 日以降生産等が全廃

されているところである 。

平成10年11月に開催された第10回モ ン トリオール議定書締約国会

合において、各締約国は 「国家ハロンマネジメント戦略」を策定す

ることとされたため、我が固においても 「国家ハロンマネ ジメント

戦略J を策定し、平成12年7 月に国連環境計画 ( UNEP) に提出

したところであるが、これを受けて、ハロン等抑制対策検討委員会

においては、クリテイカルユースの明確化等、今後のハロ ン消火剤

の抑制対策等ついて検討を行った。

まだハロン消火剤をすべての分野において完全に代替できるもの

にはなっていなし、。このため 、必要不可欠な分野 ( クリテイカルユ

ース) に限り、 引き続きハ口ン消火剤を 十分な管理のもとに使用し

ていくことが必要である 。なお、設置の抑制は法令によるものでは

ないため、消防同意、危険物施設の設置許可等の際に防火対象物及

び危険物施設の関係者にハロンf![ IlIl Uの趣旨を十分に説明し、その周
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ポーラスコンクリー卜応用側i

環境材料学研究室

近畿大学理工学部社会環境工学科

私たちの研究室では、地球威1墳の修復と創造を目指した新素材と、

資源循環型社会に対応したリサイクル システムの桝築を大きなテー

マとして、土木 ・建築の両分野において幅広く利用される可能性の

高い材料について研究している 。特に環境破壊の一端とされてきた

セメ ン 卜コンクリー卜を、人類の持続可能な発展に対応した、地球

環境l時代にふさわしい材料として利用する方法を検討している 。

これまでセメントコンクリートはインフラ準備や各磁建築物に使

用され、経済や文化の発展に大きな貢献をしてきた。 しかし負の迎

産として、緑や水辺の自然を破駿し動植物の生息を阻止する方向に

使用され、コンクリートのイメージを大きく低下させている 。

コンクリー卜と地球環協のかかわりのうちで、環境に負荷を与え

ているものには、 セメントや骨材原材料の採取、セメント製造時の

C02の排出等があり、負荷を低減しているものには、セメントやコ

ンクリートへの廃棄物や工業副産物の利用、廃タイヤや廃プラスチ

ックの燃料化、廃コンクリートのリサイクル等がある 。

l ポーラスコンクリー卜の構成

最近、環境に配慮 、 したコンクリート材料として、主ｾ続空隙を有す

るポーラスコンクリート (POC) が注 目されている 。私たちはPOC

の応用技術として、環境負荷低減機能や生物多様性機能についての

)J 礎的研究を行っている 。

POCの充填形式としては' 骨材を固相、セメント ぺーストを液相、

空気を気相と仮定すると、ここで取り抜う述統空隙を形成させる材

料のあ械条件は、匝l相、液相、 安慌|がそれぞれ連続なFuni 印 1arの第

一領域である必要がある 。POCは骨材表而に薄く結合材が付着する

ため、内部空隙の形状は結合材のj忌さだけ小 さくなる 。使用目的に

応じ、結合材厚さを変化させ強度、空181径を選定することが可能と

なる 。

・環境負荷低減材料

連続空隙を有するPOCの特性を利用することにより、舗装材やl汲

音材、有害ガス l吸収材、湿度調湿材と峨々な研究がなされている 。

iti 近、ヒートアイランド現象などにより都市内部の熱環境は悪化し

ており、特殊混和材を混入した熱吸収の少なL、POCの透・排水性命I i

裟や保水性命I i 装技術の確立を目指している 。

木炭を骨材としたセメント硬化体にも注目したい。建築廃材を含

む木質系廃棄物品は650万t/ 年と莫大であり、そのリサイクルが急

務である 。この木質系廃棄物を炭化することで地球環境保全という

観点からも、木炭のリサイクル利用は非常に重要である 。

このほかにも、都市ゴミ焼却灰や工事現場掘削土の有効利用法と

して高渇j砲座型粉体にポゾラン反応性を持たせ、軟弱地盤に混合し

研

究

最

前

線

- 研究室のひととき

研究室では、お互いの研究を手伝いながらな

比を出し合い、共に勉学に励んでいるので、

ポーラスコンクリートだけでな く、l隔広い知 l

J践を得るごとができます。活気あふれた環境

で、自由な発dE1 ・i様々な視点でアイデアい っ

ぱいのコンクリートを試作中です。

述絡先

八尾市新家11可8- 23- 1 近畿大 学 建築土木 実 験車ｾ

TEし郎{ i 73G-5880 内線4672

Mail t:amai @civileng.kindai.ac.jp 

て ｾ｡ｬ 床材 化 する方法や、流動 化 させ下水管の埋め戻し材として材料

化する方法の研究を行っている 。

. 動積物等生物対応型材料

平成 9 年に河川法の改正が行われ、治水・治山に加えて、水質、

生態系の保全、水と緑の景観、河川空間のアメニテ ィ等国民のニー

ズに応えるため 「河JII 環境の整備と保全J が目的に加えられた。こ

れにより、すべての河川において、生物や緑を重視した多自然型川|

づくりを積極的に行うごととな った。

POCは連続空隙を有するため、水や空気や拍物根を自由に通すこ

とができる 。そこでPOCを河川護岸に利用すると、コンクリー卜製

のh主将J床が出来上がり、 J植物が生育して線に裂われる 。これにより

生物が生育可能な空I:M] が出来上がり、自然回復のみならず、生態系

の回復も期待でき、 間接的にぶ質の浄化も可能になると考えられる 。

また、海に固まれた日本において、生物多様性を修復させるには、

沿岸域の藻場造成が重要である 。 近年百ｬｊｾと開発により、広大な部

場が消失している 。そこでPOCを海中に沈泊することにより微生物

や原生動物等の小動物類に生息空間を与え、各種藻類が容易に着生

できる基盤となる 。ま

た、海藻類の成長に必

要な養分をPOCに混入

し、徐々に溶出させる

ことで早期の深場造成

も可能となる。

l 環境修復への可能性を求めて

連続空隙を形成させたコンクリー卜は地球環境との接点を創造す

ることができ、コンクリー卜のイメージを大きく変えることができ

る。POCの利用技術のうち、環境負荷低減への技術は、すでに欧州

でもその一部は実用化されている 。 しかし、生物対応型はわが国で

開発されたものであり、自然環境を保全し、創造する材料として利

用できることを世界に向け発信したい。地球に生息する多機性生物

の死滅が毎年加速している現状を鑑み、コンクリー卜も製造法と利

用法を学際的見地から検討すると、さらに自然環境分野への利用が

可能となる 。これからの技術は術星観iJll Iデータを結合させると、砂

漠化 した地域への緑化事業や荒廃した東南アジアの沿岸海域に多縦

性生物を回復させる手法としても応用できる 。

21世紀はまさに環境修復のH寺代である 。荒廃しつつある自然環境

を修復し、若い地球を保全・維持する材料のーっとして、この種の

コンクリート技術が人類の持続可能な発展に貢献する一手法として

さらに発展し推進されることを期待している 。

44 建築 と社会 ・2∞2.9

玉井元治教授と学生たち

- 研究スタ ッフ

玉井元治/ 昭和13年生まれ

・専攻/ 建設 ・環境材料学

・論文・ちこi ! . ' / 多孔賀コンクリートの物性

とその応用に関する研究、廃棄物の材料

化に関する研究、繊維 ・ポリマー ・セメ

ント系複合材料の研究、など多数

・受賞/ 第30回 (2002年度) セメント協会

論文賞受賞( 生物共生を配慮したポーラ

スコ ンク リートの研究)

• ] CI  ( 日本コ ンク リート協会) ポ ーラスコ

ンク リー卜の設計・施工法の確立に関す

る研究委員会委t : . l 長( 平成13年 5 月より )



| くでん一口伝ーを 活 か す ( 9  )  

不易流行「な・み・た・い・じ」

( どんな時代でも必要なもの)

1)  r流行J ?  

つい最近の話である 。私の孫 ( 4 歳・神戸市在住) が大声でH首え

た。 ..... [ " 何、いうとーん。一一エ レ ク ト ン リ 「 何 が 郡 、 た

い? 腎が痛い。J [ " 何のこっちゃ 。一一 ウーロン茶! J  ["何の用事 ?

つまようじ。」

幼稚園で園児迷がはやらせているそうだ。つまらな L、「駄泊落」

ではあるが、いわゆる「神戸弁」をまじえたかわいい節回しが面白

い。先月、日経新聞紙面で「子供述が一斉H自利する唄が流行るとき

景気が良くなる」というコラムがあった。「タイヤキ君J [ " だんご 3

兄弟」が、うたわれた頃の活況を思い出させてくれる 。 これだけ不

景気になるとアナリスト遼がいろんな分析をや ってくれるんだと納

得。 さらにもっとひどい昔の水飢餓のような事態になれば、陰陽師

「安倍晴明」や「ラスプーチン」のようなひとが登場するのだろう

カ， ?  

グローパルに歴史をふりかえれば貧富の差が拡大しすぎると、不

満の民は絶対権力者のw現を待望する 。「右翼j 勢力がじわりじわ

りと復活する可能性は大きい。ある日突然「テポドン」が大阪に着

弾したらどうなる? アフガンでは結婚式場を誤燥して多数の死傷者

が出ているし、 他人事ではなさそうだ。NY世界貿易センタービル

崩擦など、もう 2度と見たくない。変な「稲子J は跡、下げである 。

2) 最近の大学生ファッション

建築系の学生とときどき雑談をする 。その風J体だが最近の学生は、

昔のように一見して「学生」と判別できない。学生H日を着てるわけ

でもなく、まし てや 「学l悶j かぶってるわけでもない。毛糸の手編

み帽子を「どんぐり」のかさのように頭にのつけている 。 もちろん

茶髪も多い。サッカー選手ベッカムの髪型= [ " オウム」の鶏冠みた

いにとんがったへアーでも登校するし、百人足らずのクラスにピア

ス装着男子学生が 2 、 3人いる 。クラスの 30%は女子だが、全く

普段着とお見受けする 。指先のマニキュアも多種多機、そしてその

手中に必ずと言っていいほど「ケータイ」を握り締めている 。

他の女子大で聞くと手鋭も必需品であり、授業中もお化粧に余念

がないという 。20年ほど前には神戸女学院の米人教授が ["Gパン」

学生を教室から締め出 して朝日新聞の社会面をにぎわせたことがあ

るが、まさしく隔世の感しきり 。

ところで、彼らはリュックスタイルが多い。単車で動き回ってい

るからだと思う 。そして、ほとんど「ペットボトル」持参である 。

教室にハンバーガーなどもちこみ、始業直前まで食事をとっている 。

とにかく「自由」には違いないのだが…・ ・。

学生の数人が大阪設言|臼1にアルバイ トに来ていた。彼らは授業の

合聞をぬって神戸の六甲台から本IIIJ へ駆けつける 。設計部のあちこ

ちで、模型っくり、見本集め、パネルっくりで右往左往する 。当然

目立つ。本脂であるから総務、人事部を始め役員の目にふれる事も

多い。時として建築主が都内でプロジェクトの進捗状況を視察され

ることもある 。

執務マナーも事前教育するのだが、 H寺々つっかけ履き、予定髪の学

生が来る 。当然、「何とかせよJ とクレーム 。「注意J の結果、大半

は一応納得し普通の姿になる 。根性があるというのか、変節を好ま

ぬ学生はやめて L、く 。そして彼らは少しずつ大学と実社会との差を

知ることになる 。だが問題は残る 。

「私学の 1 / 3 の授業料だから仕方なしミ」と後輩迷がいう 。教育

環境が極めて劣悪なのだ。私学の多くの施設を設計してきたからわ

かるが、現在のわが母校はあまりにもひど L 、。ひとは「器」によっ

て人絡形成されるというぐらい建物は大事である 。環境が悪いと、

身だしなみ、振舞いも「これで、いいんだ」と思い込んでしまうので

はと、ついつい考えこむ。

3) 職場環境のうつろい

設計部とい う制刷、 H寺々 方向転換してきた。流行が変わるよう

に。最たるものが組織改革。li 災後の設計部はH自利 36年( 1961) 計

凶器ｾと制作認に分離した 。 そして昭和 ＴＹ 年 Ｈ ＱＹＷ ＴＩ 2謀を統合。

しかし平成 4年 (1992) また制作諜を設置。

11寺代のニーズにあわせてということと説明はされる 。 しかし内実

はまずさ加減の払拭、諸方の不満等整理しての 「人心一新」と思う 。

馬鹿で、っかい組織は「単湖底大和」のようなもの。軌道に釆るのは11寺

聞がかかる 。そんな中、 30年程前だと思うが 「ネクタイはずさんと

デザインができんと 言 うヤツは設計部から出て行け! J とL寸論議

があった。

その頃、出てきたのがこの「な・み・た・い・じj 。

組織がきちんと機能するための基本セオリ一、或いはマナーである 。

く

で

ん

l

口

伝

ー

を

活

か

す

な ・み ・ た ・い ・じ

名札をつける・コミュニケ ー ションの第一歩

身 だ し な み チ ー ム ワ ー ク の 基 本

イ本 操 同 じ な ゃ み を も ち あ う こ と

居 所: 行方不明は最低

l時 問 . 信頼線保の第一歩 (111中 孔)

現在は、全社員がセキュリテイ 一周の名札を着用している 。携帯

電話を持つことになって、「猫の首に鈴? J がつけられたことから、

行方不明はずいぶん少なくなった。

当時、今で言う「アトリエ派J とは一線を画し、企業人ときちん

と対峠するような部員育成の指導だったと思う 。カラフルでラフな

姿のアトリエ派。ブルーかグレーのどぶねずみファッションと言わ

れたゼネコン設計部。デザイナーか、普通のサラリーマンか区別が

つかぬと郷撤された時代。庖舗設計のデザイナーなんか、特にすご

かった。髭もじゃ、変なメガネ、ミッキー・マウスを染め抜いた T

シャツ、髪の毛は後ろで、コ手ムで、束ねて 出てくる 。「ネクタイしてる

ひとなんかに、お庖の設計任せられまへん」と Lヴ態度がありあり、

端からきわめて挑戦的。

後輩の設計事務所長がのたまった。一先輩の会社が「妥当性の確

認」大事で行く 代りに、{ 業等は「意外性の感動」でやりまっさ 一。

それぞれ企業には独自の色がある 。

学生諸君を含めた若い方々、企業聞の人の流れはまさに流動的。

どこをついの住みか、働き場所に定めるかはよーく調査されるべし。

100点満点の働き場がなくば、気持の安らぐ所で… ・・とか何とか年

寄り臭いごと言い始めたら、 出る幕はなさそう 。では乙のへんで失礼。
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住友スリー工ム株式会社 大阪支后

干530∞05 大阪市北区中之島6.2-40 (中之島インテスピル)

TEL: 06.6447.3949 FAX:06.6447.3975 
コンクリ- 卜保水テープ

238 新建材の頁

このテープをJ!li ることによって、コンクリート表面に対して以下

のような効果が期待ーできる。

(1)テープ貼付による養生期間中は、養生対象部位より上音11から丞ーれ

る鉄筋のさび汁やエフロレ ッセンスなどの汚れに対して表面を保護

することができ施工段階で発生する汚れを防止することができる。

(写真 1)  

(2)コンクリー卜中の水分の逸散を防ぐことにより、コンクリート自

体のもつ強度発現特性を上げることができる。テープで供試休表而

を駆った場合は、封繊効果により長期的な強度増進が認められ、テ

ープ無しに比べ材齢 Ｙ Ｑ 日ｼ時点、でが ｾＱＲｎ Ｏ ｭｭ Ｒ の差が生じる結果とな

った。(図 1 )  

(3)テープを貼ることによりコンクリート表面は綴密になり、透気係

数は約 1/20に、透水係数は約 1 / 5 に低減される。(図 2 、写真 2 )

(4  )中性化深さについても、材齢241時間で脱枠後，気中に放置した場

合には、材齢 3 ヶ月 l時点で既に約 6 mm程度中性化しているのに対

し，テープを貼付した場合はほとんど中性化していない結果が得ら

れた。(写真 3 )

尚、下記データは水セメン卜比62. 5%で普通ボルトランドセメン

卜を用いたコンクリートを使用した場合のデータである。

i テープ姑付による晶質改善効果について
l はじめに

建築物の打欣しコンクリートの養生は、ブルーシートやフィルム

等を布テープで止めて養生する方法が、 一般的に採用されている。

しかしこれらの方法では、コンクリート表面と密着されないため、

隙間に雨垂れや鉄錆が入りこみ養生としては不卜分であり、引き渡

し直前に、汚れを除去する工程が必要となる。

また、コンクリ ート 中の水分逸散防止の観点からは、被覆効果が

作業の良否に左右されることから、計画どおりの効果が確保できて

いることを評価するのが難しいのが現状である。

以上のような問題点を解決するために、コンクリートの養生材料

として開発された「保水テープ」 を紹介する。 この「保水テープJ

を、型枠を取り外した後、コンクリート表面に直接見ii 付けすること

により、大気中へ水分が逸散するのを防止することができ、型枠の

存置期! 日j に左右されずにコンクリー卜構造物を所要期間中、封紙状

態に養生することが可能になる。

JI見枠直後から保水テープをコンクリート表面に直接貼付すること

で，大気中への水分の逸散が防止され，コンクリ ー トの長期的な強

度発現が確保されると共に、保水性が保たれ、表層部も桃造体内部

とほぼ問機の刻11孔分布で，級' i l ' . . な硬化組織が形成される、透水性、

透気性も改善され、加えて中性化の進行を遅らせることができる。

さらに、表面貼付型テープによる養生工法は、鉄筋のさび汁やエ

フロレ ッセンスなどの汚れの付着防止、表而音1I の温度上昇低減など、

二次的な適用効果も期待できる。 (川上宏伸/ 建材委員)

l まとめ

l コンクリー卜保水テープの特徴

この保水テープの特徴としては以下の項目があげられる。

(1)テープ全面に粘着剤がコーテ ィングされており、コンクリ ー ト表

面に簡単に貼付できる。

(2)コンクリートの表層全面にテープを貼付するので、 高所など常時

強風に晒される場合でもテープが剥がれることはなく、コンクリー

ト構造物を封紙状態に保つことができる。

(3)テープは白色で、日射によるコンクリート表面の温度上昇を緩和

する効果がj羽待できる。

(4  Ｉ 耐候性に優れた特殊なアクリル系粘着剤を使用しているので、日 ｉｾ

り付け期間が 3 ヶ月以内であれば、糊残りなく剥がすことができる。

(5)テープの成分は，フィルムがポリオレフィン系、粘着剤がアクリ

ル系であり、焼却により有害ガスが発生することはない。一般の産

業廃楽物として取り扱える。
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写真 3 中性化の深さ比較

テープ養生の場合

(浸透深さ 56mml

透水位の比較写真 2
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ヴォーリズの建築は美 しい。様式性を備

えた端整な建物のデザインが我々を魅了す

る。だが美 しさだけが魅力なのではない。ヴ

ォーリズは、北海道から九州、韓国、中国ま

で、戦前だけで15∞件もの作品を遣したとさ

れる。建築家としては驚くべき作品数で、ある。

ヴォーリズの建築の 「広がり 」 もまた、大き

な魅力の一つであるに違いない。

そのヴォーリズの建築についての研究を一

手に担ってきたのは、 言うまでもなく大阪芸

術大学教授、 山形政昭氏である。1970年代か

ら20年以上にわたって、膨大な数のヴォーリ

ズの建築について、歴史的な視点から研究を

進めてこられた。山形氏の研究がなければ、

ヴォーリズの建築が一般に知られるようにな

ることはなかったと 言っても過言ではない。

この度、その山形氏によ って新しいヴォー

リズ論が上梓された。『ヴォーリズの西洋館j

である。本書は 『ヴォーリズの住宅J (住ま

いの図書館出版局、 1988年) 、『ヴォーリズの

建築J (創元社、 1989年) に次ぐ、氏の 3ill J-

目となるヴォーリズの建築についての著書で

ある。 1ill r目の 『ヴ‘ ォーリズの住宅j は、ヴ

ォーリズの生涯と住宅作品を中心に論じたも

のであり、続く 『ヴォ ーリ ズの建築j は、ミ

ッション系の学校や教会、商業施設などの住

宅以外の建築作品を中心に論じたものであっ

た。それに対して本書は、これまでの著書で

紹介されていない住宅や建築、またヴォーリ

ズの建築の広がりについて論じている。

本書は大きく 2 部からなる。第 1 部の多く

を割いて論じられるのは、北海道や軽井沢に

建てられた別荘住宅や関西学院大学の教員住

宅などについてである 。これまでの著書で紹

介されていない作品が多く興味深い。だが本

舎は、単なるヴォー リズの作品や活動の紹介

に終わるものではない。著者自身が書いてい

るように、「ヴォーリズの住宅地産の今日的

な価値と在り方を見直そうという観点にたっ

て」まとめられている。

こうした「観点J が最もよく表れているの

は、 「再生された住宅の現在」 と題された第

l 部第 3 掌であろう 。新しいライフスタイル

に応じて柔軟に改造されたり、当初とは別の

用途の建物として転用されたりしながら、現

在も生き続けるヴォ ーリ ズの建築について論

じたものである。ヴォ ーリ ズ夫妻の住宅とし

て建てられたが、現在はヴォーリズ記念館や

近江兄弟社の本音11として使われている 「一柳

書 評

記念館Jo 1995年の阪神 ・淡路大震災に遭い

大きな被害を受けながらも米医|から建築技師

を|呼び幸寄せて修繕され、再生された 「旧ナショ

ナル・ シティ銀行住宅」。現在は地元の文化

活動の拠点として活用されている i l日マ ッケ

ンジー邸」などが紹介されている。ヴォ ーリ

ズの建築の魅力を後世に伝えるための具体的

な方法論として読むことができる。

また、ヴォーリズの建築家としての活動を

論じた第 2 部も興味深い。中でも 「建築音11の

構成と設計活動」 と題された第 2掌は、組織

としての 「近江ミ ッション」の建築部に焦点

を当てたものである。ヴォーリズを支えた所

員たち、軽井沢や東京、大阪に置かれた建築

部の 「支所」、作品の分類や分布など、個人

の活動にとどまらないヴォーリズの建築の広

がりが描き出されている。また 「住宅建築に

ついて」 と越された第 3 if.t では、ヴォーリズ

の建築とコロニアル・スタイルやスパニッシ

ュ・スタイルとの関係が論じられている。世

界的な動きの中にヴォーリズの建築が位置付

けられており、ここでもその広がりに触れる

ことになる。

ところで本書の魅力は、ヴォーリズの建築

だけにあるのではない。ヴォーリズの建築に

も似た端整でリズム感のある 山形氏の文章そ

のものが、本書の大きな魅力とな っている 。

時には歴史家の視点で、ヴォーリズの足跡や

建物が竣工するまでの経緯、施主のエピソー

ドなどを丁寧に描き出し、時には訪問者の視

点で、具体的な空間の様子や印象を捌き出す。

また山形氏が日本各地に現存するヴォ ーリズ

の作品を訪ね、現在の住人から聞き出すエピ

ソード も興味深い。建物の歴史とともに、そ

こに息づく生活が実感される。

だがヴ‘ ォーリズの魅力と広がりは、本書: を

もって語り尽くされたわけではなさそうだ。

戦前の韓国や中国での活動がどのようなもの

で、あ ったのかなど、読者としての興味も尽き

ない。111形氏は、ヴォ ーリ ズが設立 した 「近

江兄弟社J (旧 「近江ミ ッション J) が発行す

る機関誌 『湖畔の声j に、 1983年以来、現在

もヴ ォーリズの建築についての論考を連載し

ている (途中 4 年の中断を含む) 。 ヴォ ーリ

ズの建築は未だ語り尽くされていなし、。

本書は、ヴォーリズの深い魅力とともに、

その途方もないさらなる広がりを確かに感じ

させる - iIl tである。

(かさはら かずと / 京都工芸繊維大学助手)

書

評
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京都市は、本年 7 月24日、者11市域での防火

規制を緩和する条令を新たに設けることを発

表した。これまで京都においては、木造建築

を新築、改築しようとしても、他の都市同様

の「防火地域J I準防火地域J の指定に従っ

て、外壁や粁裏は不燃材とすることが義務づ

けられ、伝統的な京 11汀家の外観を踏襲する建

築を造ることはできなかった。全国に画一的

な、| 坊災性をのみ優先させた都市造りが命題

となっており、伝統も地域性も この次になっ

ていたことは否定できない。そうした法規制

により、その町並みには京都の歴史的景観を

ぶちこわす、不具合な建築が混ざり合い、京

都の京都らしさはすでに破綻をきたして久し

u、。

それがここへきて、京都の都市行政として、

一部の歴史的景観保全修景地区に限ってでは

あるが、京都を主張 し始めた。いささか遅き

に失した感はあるが、それでもそれぞれの町

には国有の表情が似つかわしいことに気付い

た点では評価されよう 。

本

書

評

茶の建築もまた、同類の迫害を受けてきた。

それはよほど大きな敷地を有しない| 浪り、さ

まざまに防火性が要求される。また炉を切り、

炭火を取り扱うことから、火の始末までが茶

の湯であっても、内装を不燃材でする制限が

かけられている。こうした法規制により、伝

統的な* の建築を、そのままの姿で建てるこ

とはおよそ不可能に近い。

茶の建築が、もとより伝統的でなければな

らない理由もなく、時代を反映した新たな試

みも必要で、あろうが、長い茶の湯の歴史に育

まれてきた茶の環境として、伝統的な茶の建

築の構成手法には捨て難い魅力もあった。

そしてそうした近代の判断の誤りから生じ

た戸惑いのうちに、失ってしまったものは多

い。伝統的な建築技術体系も、伝統に対する

偏見から用いる場を失い、消え失せようとし

ている。そこで使われてきた材料も需要の減

少から生産されなくなり、入手困難なものも

多い。自然環境の変化と生産技法の変質から、

得られなくなった天然素材も多く、さらには

工夫を重ねて改良されてき た道具までも 、使

うべき場を失って、消えていったものも少な

くない。

*  

しかし 『茶の匠j と題する本曹は、そうし

たl晩秋のノスタ Jレジアを謡うものではない。
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伝統文化に育まれた技術が、いま近代の呪縛

を解かれ、まさに生き生きと伝承されている

ことをドキュメントしたものである。そして

それらが伝統に埋没してしまうことを憂うの

ではなく、正当な評価を待て、将来に継承し

ていくための基礎資料たるを目論んで、いる。

「茶室J I内装J I素材 J I露地J の掌立ての

なかに、茶室や露地を造形していく過程の、

屋根や壁、制仁l、連子窓・下地窓、炉壇、和

紙、建具、北山丸太、名菜、竹、和室T、飛石、

延段、 三和土とい った、 35の部位や素材を取

り上げ、 36人の] 俄人技を取材している。今日、

l隣人ものの出版も多いなか、著者はそれぞれ

の茶室建築の現場や仕事場に足を運び、それ

にかかわる匠たちの技術を丹念に記録する姿

勢は香刊聞きれよう 。さらにそこから、改めて

ものの意味を問う 。多大な労力を費やしたで

あろうことは想像に難くないが、それだけに

今後に技術伝承していく、機かな礎が築かれ

ている。

あの小さな茶室と露地が、このように多く

の、 一つひとつの仕事に精根を傾け、探求す

る心を崩さない匠たちの、ひたむきな努力の

結晶で、あったことに、改めて気付かされる読

者も少なくないであろう 。添えられたカラー、

モノクロの、 300点にも及ぶ写真からは、 匠

たちの息遣いまでもが聞こえてくる。また匠

たちが息を止めて、下腹にカを込める| 瞬間も

捉えられて、手仕事がやはり才気や器用で、で

きるものではなく、それらが何の役にも立た

ない次元に始まっていることを改めて思い知

らされた。

今日匠たちに継承されている伝統的な茶室

の技術。 しかしそこにはかつての茶室ではあ

まりみられない、比較的新しい技法も示され

ていて、やはり技法の変遷に言い及ぶ必要が

あったのかもしれない。技術は常に革新され

ているから、新しい技法自体に何のためらい

もないが、ただそれが近代の、あの“ 清らか

さ" を標J傍した i時代の産物に偏りすぎている

と、それは茶の建築の、 一面を映しているに

すぎなくなる。きれいになりすぎて、高級建

築化した茶室が、もとはといえば名馬を繋い

だ藁屋で‘ あったことに思いいたすとき、あの

ざっくりとして、厳しく見つめる技術体系を

呼び戻す必要もあろう 。原点を見つめ直すこ

とを、著者にさらに望みたい。

(なかむら としのり / 京都造形芸術大学教授)



[ お知ら せ]

J I A市民大学講座 ' 02

(紛 日本建築家協会 (J IA ) 近畿支部のまちづくりセミ

ナーが 6 回シリーズで始まる。定員100名。

① 9 月19 日(木) 18: 00- 20:  00一都市形成と建築家

蓑 原 敬 (都市プランナー)

②，10月 3 日(木) 一新しい公共とまちづくり

林 泰 義 (計画技術研究所所長)

③10月17日(木) ーニュータウ ン再生を考える

佐藤健正 (市浦都市開発建築コンサルタンツ社長)

④，11 月 7 日(木) ーランドスケープデザインのてがかり

宮織俊作 (奈良女子大学制受)

@11 月21 日(木) ースロウテクチヤー

遠藤秀平 (遠蔵秀平建築研究所代表)

⑥112月 5 日(木) ーどうなれば街が快適なのか

安 原 秀 (ヘキサ)

会場安田火災海上ビル12階

大阪市中央区瓦町 4 - 1 - 2

受講 J IA会員1500円/ 回 (通し7500円)、 一般2000

円/ 回 (通し 10000円) 、学生1000円/ 回

申込所要事項を記入 してF AX かハガキで下記へ。

(紛日本建築家協会近畿支部

〒541 ・0051 大阪市中央区備後町 2 - 5 - 8

T E L  06- 6229- 3371 、FA X 06- 6229- 3374 

PAL / CE C実務計算セミナー

今年 6 月の省エネルギー法の改正により 、来年には、特

定建築物 (2000ni 以上の住宅を除く建築物) について

「省エネルギー計画書j の届け出が義務づけられる。

剛童築環境 ・省エネルギー機構では、建築・設備設計担

当技術者等を対象とした PA Ll C EC 実務計算セミナー

を、国土交通省担当官及び「建築物の省エネルギー基準

検討委員会j 委員を講師に迎えて、東京、札幌、仙台な

ど6会場で開催する。

・東京 2002年11 月 1 B  (金) 10 : 00- 16 : 30  

コクヨホール (東京都港区) 定員250名

・大阪 2002年11 月12日 (火) 10 :  0 0 - 16  :  30 

大阪国際交流センター (大阪市天王寺区) 定員200名

・名古屋 2002年11 月15日 (金) 10 : 00- 16 : 30  

第二豊田ビル西館 (名古屋市中村区) 定員120名

・福岡 2002年11 月27日 (水) 10 :  00- 16  :  30 

天神ビル (福岡市中央区) 定員100名

講習 ・改正省エネルギー法と環境・省エネルギー対策

の動向

・建築の省エネルギー手法と PAL計算

- 空調設備の省エネルギー手法と C EC計算

- 換気 ・照明 ・富合湯 ・工レベーヲーの省エネルギ

一手法とC EC計算

受講 18，000円 (資料代 ・消費税含む)

申込 鰍童築環境 ・省エネルギー機構建築研究部

〒102-0084 東京都千代田区二番町 4 - 5

T EL 03・3222・6694、FA X 03- 3222・6696

一
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大阪駅北地区国際コンセプトコンペ提案募集始まる

1 日平均約250万人が乗降するターミナルに隣接す

る、 J R大阪駅北側約24haの梅田貨物駅用地は、京阪

神都市圏内の様々な地域資源とのアクセシビリティも

高い「都心に残された最後の一等地J である。

この地区の開発を推進していくにあたって、大阪駅北

地区国際コンセプ卜コンペ実行委員会 (都市基盤整備

公団、日本鉄道建設公団、関西経済連合会、大阪商工

会議所、大阪府、大阪市) は、一般公開競技により 、

まちづくりコンセプ卜の提案を募集する。

応 募 資 格 国 籍、資格は問わない。応募は個人または

個人のグループ単位とする。

使用言語 日本語または英語

提 案 対 象 格 回 貨 物 駅 用 地 約24ha

提案内容 ① まちづくりの コンセプ卜

② のぞましい土地利用、立地を図るべき施

設 ・機能

@ 都市環境、アーハンデザイン

提 出 物 ① 冊子 (論文) 、②パネル、③要約冊子

賞 金総書貢2000万円 (優秀賞 3 点各500万円、佳

審査委員

作 5 点各100万円)

安 藤 忠 雄 (東京大学大学院教綬)

石 森 秀 三 (国立民族学博物館教授)

伊 藤 滋 (早稲田大学教授)

川 勝 平 太 (国際日本文化研究セン合一教授)

熊 谷 信 昭 (大阪大学名誉教慢)

残間里江子 (プロデューサー)

J バ ク ス タ ー (国際日本文化研究セン安一教揮)

田 口 芳 明 (奈良産業大学教授)

鳴 海 邦 煩 (大阪大学大学院教授)

本間正日月 (大阪大学大学院教授)

村 橋 正 武 (立命館大学教授)

登録受付 2002年9 月1 日- 1 0月31 日

「建築・設備総合管理技術者j 講習

総合的な観点から建制却の維持保全計画をまとめ、実施

に責任をもっ建築物のナビゲーターである[ 建築 ・設備

総合管理技術者」の講習会が開かれる。

受講資格建築物の維持保全に関連する実務経験を有す

る者で、建築系 ・設備系の資格所有者。

受講申込 2002年 8 月15 日 (木) - 9 月30 日 ( 月)

受 講 料 77，700円 (テキス卜代 ・消費税含む)

講習日程 . 東京 2002年11 月13日(水)- 16日(土)

定員80名飯田橋レインポービル

・大阪 2002年11 月27日(水)- 30日(土)

定員40名 大 阪Y MCA会館

申込提出 (紛建築 ・設備維持保全推進協会 (BE L CA)

干100-0004 東京都千代田区大手町 1- 6 - 1

T E L  03・5252-3873、F AX 03- 5252- 3871 

受講資格、申込書提出方法、講習カリキュラム等の詳細

は、上記BE L CAへ問い合わせられたい。

作品受付 2002年12月 1 日- 2 0 0 3年 1 月31 日

審査結果 2003年 3 月 (予定)

事務局大阪駅北地区国際コンセプトコンペ実行委

員会事務局 ( 干556・0017 大阪市浪速区

湊町 1 - 4 - 1 OC AT ビル 11潜)

T EL06- 6635・3337、F AX 06- 6635- 3338 

UR L  http:// www. os akacompe.j p  

出展募集ーTot al Li vi ng S h o w 2003一

財西日本産業貿易見本市協会は来春 3 月20 日 (木) -

23 日 ( 日)、 「優悠快適j をテーマに西日本総合展示場

(北九州市小倉北区浅野) で、住宅産業見本市「第22回

西日本ト タルリビングショー」を開催する。

広範な住宅産業の交流の場を提供するため、日本また外

国の政府機関、公共団体、貿易業者、製造業者、販売業

者からの出展を募っている。出品対象は輸入住宅建材、

住宅設備機器、建築資材、インテリア、エクステリア、

住宅情報ほか。申込みは本年11 月29 固まで。

出品料 1小閑 9 ni 190，000円ほか

申込先慣栖日本産業貿易見本市協会事業第 1課

T EL  093-511- 6848、F AX 093- 521- 8845 

A/E/C SYSTEMS J APAN 

「建築・建設への挑戦一新たな時代へj をテーマに、よ

り効率的にっくり (生産性の向上) 、最適な環境を支え

る (空間価値の向上) 方法を出展者とともに提案し、建

築 ・建設業の改革を支援する場を目指 して、新技術情報

展Al E/C S Y S T E MS  J APA N 2002が開催される。

主催はA/E/C S Y ST EMS  J APAN組織委員会とデルファ

イ研究所。

なお、同会期、閉会場で日本インテリアプランナー協会

協議会が主催するf ! PEC21 インテリアのプロと企業を

つなぐ国際展示会とセミナーj も開催される。

会 期 2002年10月 9 日(水)- 11 日(金) の 3 日間

10 :  00- 17:  30 

会 場 東 京 ビ ッ グ サ イ ト 西 展 示 棟 1階+ 会議棟

東京都江東区有明 3丁目

入 場 料 一 般1000円 (同時間唯展・併設展共通)

強築と社会 ・初日2. 9 49 



i nf ormat i on- 一一一

コツホ展一兵庫県立美術館「芸術の館」 関西 3大学合同建築展

フィンセント ・ ファン・ゴッホ Ｈ ＱＸＵＳｾＱＸＹＰ Ｉ と弟

テオに焦点を合わせた展覧会が、兵庫県立美術館「芸

術の館」で 9月から 2ヵ月にわた って開催される。

生前ほとんど絵が売れなかった兄フィンセントを経済

的に支え続けた画商のテオの実の息子フィンセント=

ウィレムがエンジニアとして神戸に滞在していたこ

と、芦屋の蒐集家が所有していたファン ・ゴ ッホの

{ ひまわり } が第 2次世界大戦で焼失したという事実

から 、ファン ・コッホを関西ゆかりの画家ととらえて

本展の企画はスター卜した。

フィンセントが書簡でテオにその意図を説明した作

品、テオやその家族のために描いた作品、さらには書

簡や写真アルバム 、日本初公開となるテオの妻ヨハン

ナの家計簿など 、テオとの関係からフ ァン ・ゴッホの

芸術を紹介する。

会期 2002年9月 7 日(土) ｾ ＱＱ 月 Ｔ 日 Ｈ 月 ・ 祝 Ｉ

ＱＰＺＰＰｾＱＸＺＰＰ＠ (金 ・土曜日は20: 00 まで)

月曜日休館 (月曜祝日の場合は開館)

会場兵庫県立美術館「芸術の館J 3階・企画展示室

神戸市中央区脇浜海岸通 1 一 1 一 1

阪神電車「岩屋駅j 下車、徒歩 8分

TEL  078・262・0901

入 場 一 般1400円、大高生1100円、小中生700円

展示 クレラー= ミュラ一美術館、ハーグ市立美術館、

デ ・ブール財団、ポイマンス= ファン ・ブーニ

「麦わら帽子をかぶった自画像J 1887年、ゴ 'Yホ美術館所蔵

ンヘン美術館、オルセ一美術館、サンパウ口美

術館などからファン・コ ッホの作品約40点、及

びゴーギャンやベルナールなどファン ・コッホ

とゆかりのある作家の作品、ファン ・コッホの

書簡とスクラップブ.ッ ク、テオの妻ヨハンナの

家計簿など関連資料も合わせて約90点を展示。

京都造形芸術大学、大阪芸術大学、京都精華大学の 3大

学合同で r3 0 0 mのスカイスクレーパーj のテーマのも

とに第14回建築展を開く 。出題と講評は 、建築家 ・小

嶋一浩氏 (東京理科大学助教授)。 入場無料。

- 公開講評会

日時 2002年10月20日( 日) 12  :  ＰＰ ｾＱＷ＠ :  00 

会場京都造形芸術大学・直心館講堂

- 展示会

日時 2002年10月15日(火) ｾ ＱＰ 月 ＲＰ 日 Ｈ 日 Ｉ

10 :  ＳＰｾＱＸ＠ :  30 (最終日 10: ＳＰｾＱＱ＠ :  30)  

会場京都造形芸術大学 ・ギャラリーRAKU

問い合わせは、京都造形芸術大学環境デザイン学科事務

室 (〒606- 8271 京都市左京区北白川瓜生山 2 - 1 1 6、

TEL  075- 791- 9289、F AX 075・791- 8374) へ。

「ス力ンディナビア風景画展J

J R東京駅 ・赤煉瓦駅舎内の東京ステーションギャラリ

ーでは、スウェーデン国立美術館の所蔵作品を中心に、

カール ・ラー ション、アウグス卜・ス卜リンドベリ 、ム

ンクらに代表されるスカンテsイナビアの画家たちの作品

ＷＶ 点を展覧し 、 ＱＹｾＲＰ 世紀初頭に隆盛した風景画を 、

北欧美術の流れとともに紹介する。

会 期 2002年 9月21 日(土) ｾ ＱＱ 月 ＱＰ 日 Ｈ 日 Ｉ

「ミステリアス・ストライブ展一績の由来- J

平日 10: 00- 19:  00、土日祝日 10: 00- 18:  00 

休館日 9/ 24、10/ 15、11/5と、祝日を除〈月曜日

入 場 料 一 般800円、大高生600円、中小生400円

I NAXギャラリー大阪で「ミステリアス・ストライプ

展ー縞の由来-J が開催される。入場無料。

会場には、東南アジアや南米の縞織物、江戸で一世を

風j棄した松阪縞木綿の数々が展示される。また 、自由

と革命のシンボルとしてメ ッセージ性の高い西欧の縞

模様や、アンデスのミイラを包んだ布なども写真パネ

ルや映像で紹介される。

会期 ＲＰＰＲ 年 Ｙ 月 Ｖ 日 Ｈ 金 Ｉ ｾ ＱＱ 月 ＲＲ 日 Ｈ 金 Ｉ

10 :  ＰＰｾＱＸ＠ :  00 水曜日休館

会場 I NAXギャラリー大阪( l NAX大阪ショールーム

2 階、大阪市西区新町 1 - 7 - 1 )

大阪市営地下鉄四ツ橋線「四ツ橋j 駅下車

. 講演会「南の島のミステリアス・ストライプータテ

とヨコの縞物語一j

日時 2002年10月25日(金) 18 :  ＳＰｾＲＰ＠ :  00 

会場 I NAX大阪ショールーム 8 階会議室

議 師 吉 本 忍 (国立民族学博物館教綬)

参加参加希望者は、電話かF AXで下記へ。参加無料。

I NAX ギャラリー大阪 (T EL 06- 6539- 3518、 ョハン ・フレードリク・工 ツシユベ リ 『ロムス ダール

F AX  06- 6539- 3521 )  峡谷の風崇J 1858年 Cl Nationalmuseum. Stockhol m 

第 5 回ク‘ ッドペインテイングカラー ' 02作品募集

塗料 ・塗装を用いた建築物 ・情造物等の環境色彩設計

コンペティションが聞かれる。

カラ ープランニングを実施し 、塗料・塗装を中心に仕

上げられた建築物・構造物を募集対象とする 。仮設 ・

常設 (新設・塗り替え) を問わない。ただし他賞で表

審 査 員 泉 震 也 (環境プロデューサー)、 早川邦彦

(建築家)、 西川潔 (筑波大学教授)、 日原も

とこ (東北芸術工科大学教授)

主 催 グ ッ ドベインティングカラー委員会 ( 附日

本塗料工業会、日本塗料商業組合、(紛日本

彰されていない作品に限る。 塗装工業会、制日本塗料協会)

応募資格不問 ( ただし被表彰者はカラープランナ 一 応募方法所定の応募用紙を主催者のグッドベインテ

とする) ィングカラー委員会一(他日本塗料協会内一、

応募期間 2002年10月 1 日(火) ｾ ＱＰ 月 ＳＱ 日 Ｈ 木 Ｉ TEL  03- 3443- 7811 、F AX 03- 3443・8444、

「ミステリアス・ストライブ展J 東京会場風景 賞 最優秀賞 1点20万円 、優秀賞 3 点 (各10万 http:// www. t or yo・kyoukai . or .jpへ請求し 、

写真燭影早川宏一 円)、 特別賞数点 (各 5万円) 応募する。

50 



理事会

第 2 回常任理事会

24日 3  a寺- 5 時05分・於本会会議室

出席者 金多会長ほか11名

議 題 ( 1) 各常設委員会事業の報告

(2) 平成14年度 ・第 1 四半期収支報告

(3) その他

編集委員会

第 4 回編集委員会

10日 6 時- 7 時30分 ・於本会会議室

出席者 設楽委員長ほか 5 名

議 事 ( 1)  8 月号「建築をささえるセンサーJ 特集

経過報告

(2)  9 月号「建築とボランティア一途上国へ

の支援活動を通じてー」特集経過報告

(3)  10月号「時を超えるースク ラップアンド

ビルドからサステナビリ ティへーj 特集

経過報告

(4)  11 月号「私の空間作法一会員作品j 特集

経過報告

(5) 会員企画頁報告

(6) 収支状況報告

第 4 回法令分科会

3 日 2 時- 4 時・於本会会議室

出席者薄木幹事ほか 4 名

議 事 「 法 令 コ ナ 」 の 企 画

第 4 回構造分科会

5 日 6 時- 8 時 ・於本会会議室

出席者 団測幹事ほか 4名

議 事 (1) 10月号「時を超える j 特集の企画

(2)  i構造の頁J の確認

第 5 回設備分科会

9 日 6 時- 8 時 ・於本会会議室

出席者河井幹事ほか 4名

議 事 (1)  8 月号「建築をささえる センサーJ 特集

経過報告

(2)  i研究最前線j の企画

(3)  r設備の頁」の企画

第 4 回広告企画小委員会

17日 4 時- 5 時40分 ・於本会会議室

出席者設楽委員長ほか 9 名

議 事 (1)  8 月号「建築をささえるセンサ ーJ 特集

経過報告

(2)  9 月号「建築とボランティア 途上国へ

の支援活動を通じて J 特集経過報告

(3)  10月号「時を超えてー スク ラップアンド

ビルドからサステナビリ ティへー」特集

経過報告

(4) 作品作風関係報告

(5) 表紙 4 面広告掲載について

(6) 作品掲載増加のための検討

(7) 独自特集企画について

(8) 収支状況報告

第 5 回惜造分科会

月間の動き

19日 6 時- 8 時20分・於本会会議室

出 席 者 団 沸l幹事ほか 5 名

議 事 ( 1)  10月号「時を超えて j 特集の具体化

(2)  i繕造の頁J の確認

第 3 園施工材料分科会

25日 5 時- 6 時30分・於本会会議室

出席者平野委員ほか 1 名

議 事 来 年 度 の 特 集 企 画 に つ い て

第 4 回作品作風小委員会

25日 7 時- 8 時30分・於本会会議室

出席者倉淵副委員長ほか 7 名

議 事 ( 1 ) 作品の選定

(2) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

( 3)  i  gal lery J 掲載報告 ・予定

(4)  i  Sket c h  Book欄」の掲載予定

(5)  11 月号特集について

事業委員会

第 3 団事業委員会

16日 6 時- 8 時 ・於本会会議室

出席者川村委員長ほか 7 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 3 回若い会員の集い小委員会

2 日 7 時- 8 時55分 ・於本会会議室

出席者杉本副委員長ほか 6 名

議 事 ( 1)  i 30' s E Y E 出版 『建築する人たちーアー

キテクト・ア テイス卜の索顔JJ の進行

状況報告

(2)  i講演会J (アアルト住宅展関連) につい

ての報告

( 3  ) 今後の企画について報告と検討

第 3 回情報小委員会

10日 6 時- 7 時15分 ・於本会会議室

出席者天野副委員長ほか 9 名

議 事 実 施 報告 と今後の予定について

第 3 回見学会小委員会

11 日 6 時- 7 時30分 ・於本会会議室

出席者松浦副委員長ほか 7 名

議事実施報告と今後の予定について

第 1 回茶室見学分科会

18日 6 時- 7 時35分 ・於本会会議室

出席者松浦副委員長ほか 4名

議 事 今 後 の 茶 室見学会について

出版委員会

第 4 園出版委員会

18日 6 時- 7 時 ・於本会会議室

出席者上原委員長ほか10名

議 事 ( 1) くプロのノウハウ > と特装本の経過報告

(2) 今後のテ ーマと執筆者選定

第 4 回 i (仮称) 建築施工図の作図方法とチ ェックポイ

ント J 出版小委員会

11日 6 時- 7 持50分 ・於本会会議室

出席者田中主査ほか 6名

議 事 ( 1) 建築施工図の作図方法とチェ ックポイン

トに関して

【平成14年 7 月分】

(2) 今後の作業予定について

建材委員会

第 3 回建材委員会

10日 4 時- 5 時30分 ・於本会会議室

出席者和田委員長ほか 5 名

議 事 今 後 の 検 討 建 材 (決定および予定)

I T 委員会

第 5 回 I T 委員会

2 日 4 時- 5 時30分 ・於本会会議室

出席者 中井委員長ほか 5 名

議題ホームページの開設について

見学会

D T 計画見学会

17日 1時30分- 3 時30分・参加者 35名

説 明 松 岡 真 次 氏 (竹中工務庖 D T 計画総括作業所長)

久 保 嘉 彦 氏 (竹中工務庖 D T 計画作業所長)

木村 薫 氏 (竹中工務庖設計部設計担当副部長)

田 中 利 幸 氏 (竹中工務庖設計部情造担当副部長)

篠 島 隆 司 氏 (竹中工務庖設計部設備担当主任)

建築 クラブ

第362回建築クラブ朝食会

演題 「ヨ y 卜マン鹿島郁夫70才の挑戦 - 3 5 4 日世界

一周無寄港航海」

講 師 鹿 島 郁 夫 氏

9 日 8 時- 9 時30分 ・於大阪全日空ホテル

参加者 29名

第 2 回建築クラブ運営委員会

9 日 9 時45分- 10時25分 ・於大阪全日空ホテル

出席者伴委員長ほか 4 名

議 題 ( 1) 副委員長の選任について

(2) 定例朝食会の司会について

(3) 誘師の紹介について

(4) 会員の増強について

入 会 者(敬称略)

〔個人会員〕

大島 憲 明 (都市問題経営研究所)

司会員の言ト報

内 井 昭 蔵 氏 平成14年 8 月 3 日ご逝去

建築と社会 ・2∞2.9 51 



52 

仏上

造形( カタチ) にHE AR Tを吹き込んでお届けします

6  

建物の汚れ

トラブル事例と解決策

「建物の汚れ」編集委員会・編著

〈建築技術選書 ・特装版〉
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デンカC S Aファミリー製品

-子二.I n C S A (膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安二Ｎｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ グラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二Ｎｉ ｮ 守 Ｒ ー字・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ意義一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・安ニJ nE S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニ. InI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

宮式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 T EL 本 社 ・京 都 ・ 網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

社

A

Q

冨式株産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

T E L 大阪 ( 06)6 3 3 2 - 6 8 6 1  

3 2 7 2 - 8 5 0 1  

大阪 ( 0 6 )

東京 ( 0 3 )

T E L  

T E L  

6 4 4 3 - 6 1 8 1  

ネ土

..o.. 

ｾ＠式株成イヒ郷東社

A

Q

玄式株産物洋i光

54 

T E L 滋 賀 ・ 守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

6 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6)  



社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

「日本建築協会80年史J

A 4判・240頁・並製本

1999年ア同に発刊した旧本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておリますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷 ・頒布することにいたしました。

大 正 6 年 3 目30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80斧の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 ・240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会J の変遷 /

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長・聞 との交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一 ・池田 寅・波江悌失・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・縁本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・機漬 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 幹・野村一郎・古字国

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中津誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中錬ー・鷲尾健三・松村雄吉・

横尾義貫・足立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動j ー尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

*  
- 執筆ワーキンググループ

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

干530- 0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL  06- 6348- 0635 F.刈( 06- 6348- 0634 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円( 税送料込み)

・80年史編纂委員会

※ 増刷部数には隈リがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ + 倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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高速・高気密設計が作業効率、空調保持など

ベストな製造・物流環境を実現します。

. 量 夢 を 動 か す 技 術 が あ る 。

文化シヤνター

搬送作業の効率を保ちながら、屋内の空調環境を変えたくないとp うニ

ーズにお応えする開口部製品が 〈エア ・キーパ一大間迅〉です。

高速自動 開 閉 &気密設計で室内の冷気 ・暖気を逃がさず空調効果を

キープ、また防虫 ・防塵機能がHACCPにも対応し、工場 ・倉庫等での作

業の効率と働く環境をベス トに保ちます。
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|  当社独自の製品特徴 |  

- 業界トップクラスの高速・高気密・防虫・防塵性能

・本体とレールをジ、ッパーで結合し、車輔等の衝突に柔軟に対応する

セルフリベアリング方式

・剛体を使用しないパイプレス構造で、安全かつパイプの

破損修理費削減

・耐風圧性能を高める緩衝スプリングを装備

・最大間口 1 0 mまで対応できるワイド仕様もラインアップ

高速シートシャッター |  

ロ ・ キ 十

文化シヤνター株式会社

〒170-0013 東京都豊島区東池袋2- 13- 14 TEL. 03 (3968)  6666 ホーム ペ ー ジ http:// www. bunka- s . c o.j p/  

雑誌 03379- 9  


